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【今月の内容】
■平成 25 年度下呂市予算　　　　　　　 ２〜７
■下呂特別支援学校開校　　　　　　　 　  　８
■ＮＨＫのど自慢出場者・観覧者大募集        11
■下呂市からのお知らせ　　　　　　   12 〜 13

広
報

「人生の先輩のお世話をさせていただくので、あいさつや言葉遣いに気をつけています。そして、笑顔も忘れ
ないように心がけています」と話す、山本真里さん（馬瀬堀之内）。やわらかな表情で優しく話しかけながら
介護福祉士として日々頑張っている山本さんは経験豊富な皆さんから多くを学び、笑顔をいただいています。

笑顔が運ぶ元気～人生の大先輩から学ぶ～



会計別予算額と前年度比較（金額は千円以下を四捨五入。合計は合致しない場合があります）

会　計　名 ２5 年度当初 ２4 年度当初 増減率

一 般 会 計 201億7,000万円 202億3,000万円 △ 0.3 %

特
別
会
計

国民健康保険事業（事業勘定） 44億2,504万円 44億5,648万円 △ 0.7 %

後期高齢者医療 4億5,184万円 4億4,246万円 2.1 %

介護保険（介護サービス事業勘定） 2億1,150万円 1億9,663万円 7.6 %

介護保険（保険事業勘定） 32億1,424万円 31億6,379万円 1.6 %

簡易水道事業 7億9,130万円 7億8,530万円 0.8 %

下水道事業 24億9,310万円 23億8,820万円 4.4 %

国民健康保険事業（診療施設勘定） 2億6,734万円 3億891万円 △ 13.5 %

下呂財産区 330万円 324万円 1.8 %

小　　計 118億5,766万円 117億4,501万円 1.0 %

公
営
企
業
会
計

水道事業 4億657万円 3億2,945万円 23.4 %

下呂温泉合掌村事業 3億5,675万円 2億8,847万円 23.7 %

金山病院事業 14億9,034万円 29億5,200万円 △ 49.5 %

小　　計 22億5,365万円 35億6,991万円 △ 36.9 %

合　　計 342億8,131万円 355億4,492万円 △ 3.6 %

将
来
を
見
据
え
た

　
　「気
配
り
予
算
」

平成25年度下呂市  予算は342億円

　
平
成
25
年
度
予
算
が
決
ま
り
ま
し

た
。
一
般
会
計
は
２
０
１
億
７
千
万

円
で
、
特
別
会
計
・
公
営
企
業

会
計
を
合
わ
せ
た
予
算
総
額
は
、

３
４
２
億
８
１
３
１
万
円
で
す
。

　
下
原
小
学
校
な
ど
４
小
学
校
の
校

舎
・
屋
内
運
動
場
の
耐
震
補
強
工
事

（
約
14
億
５
千
万
円
）
が
前
年
度
に

前
倒
し
実
施
で
き
た
こ
と
な
ど
で
一

般
会
計
は
前
年
度
比
６
千
万
円
、０
・

３
％
減
と
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
25
年
度
予
算
で
は
、
昨
年

度
に
引
き
続
き
下
呂
市
第
一
次
総

合
計
画
後
期
基
本
計
画
に
揚
げ
た

①
誰
も
が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
社
会
を
め
ざ
し
た
「
安
心
・

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
」
②
地
域
の

元
気
が
伸
び
行
く
社
会
を
め
ざ
し

た
「
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
」
③
市

民
と
行
政
が
と
も
に
手
を
携
え
連

携
す
る
社
会
を
め
ざ
し
た
「
信
頼

で
さ
れ
る
市
政
運
営
」
の
大
き
な

３
本
柱
を
基
本
と
し
、「
選
択
と
集

中
」を
図
り
つ
つ「
元
気
な
下
呂
市
」

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
人
口
減
に
よ
る
市
税
の
落
ち
込

み
に
加
え
、
平
成
26
年
度
か
ら
は
地

方
交
付
税
の
段
階
的
な
減
少
も
始

ま
り
、
下
呂
市
を
取
り
巻
く
環
境
は

ま
す
ま
す
厳
し
く
な
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
。
最
少
の
経
費
で
最
大

の
効
果
を
上
げ
る
と
い
う
自
治
体

運
営
の
原
則
に
よ
り
き
め
細
か
な

市
制
運
営
を
行
い
ま
す
。

平成 25年度下呂市予算
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平
成
25
年
度
予
算
の
ポ
イ
ン
ト

　

平
成
26
年
３
月
に
合
併
10
周

年
の
節
目
を
迎
え
ま
す
が
、
今

後
の
財
政
の
厳
し
さ
を
見
据
え

つ
つ
、
き
め
細
か
な
予
算
編
成

に
努
め
た
『
気
配
り
予
算
』
と

し
、
予
算
規
模
は
前
年
度
当
初

並
み
と
堅
実
な
予
算
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
前
年
度
に
引
き
続
き
市
立
老

人
ホ
ー
ム
や
、
今
秋
に
完
成
予

定
の
竹
原
地
区
保
育
園
の
整
備
、

３
年
目
を
迎
え
る
緊
急
経
済
対

策
に
よ
る
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助

成
事
業
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
中
学
生
の
外
来
診
療

費
の
無
料
化
や
南
消
防
署
庁
舎

の
耐
震
化
、
お
よ
び
高
規
格
救

急
車
の
更
新
、
橋
の
耐
震
補
強
、

道
路
の
改
良
整
備
な
ど
の
事
業

の
ほ
か
に
、
下
呂
温
泉
病
院
の

産
婦
人
科
医
師
の
招
へ
い
に
伴

う
補
助
、
個
別
支
援
が
必
要
な

園
児
の
た
め
の
加
配
保
育
士
の

増
員
、
地
域
力
強
化
（
ま
ち
づ

く
り
）
に
つ
な
が
る
事
業
の
支

援
な
ど
必
要
に
応
じ
た
事
業
の

拡
充
を
行
っ
た
予
算
配
分
と
し

て
い
ま
す
。

平成25年度下呂市  予算は342億円
　
平
成
25
年
度
は
下
呂
市
が
誕
生

し
て
10
周
年
を
迎
え
る
記
念
す
べ

き
年
と
な
り
ま
す
。
記
念
式
典
や

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
の
開
催
が
決
定

し
て
お
り
、
26
年
１
月
か
ら
９
月

ま
で
の
期
間
を
市
制
施
行
10
周
年

記
念
期
間
と
し
て
、
下
呂
市
の
一

体
感
を
盛
り
上
げ
る
よ
う
な
事
業

を
検
討
し
て
い
ま
す
。
市
民
が
地

域
に
誇
り
を
持
ち
、地
域
を
愛
し
、

気
持
ち
を
ひ
と
つ
に
で
き
る
よ

う
、
市
民
憲
章
を
制
定
し
ま
す
。

　
災
害
時
の
司
令
塔
と
な
る
べ
く

庁
舎
の
一
本
化
に
つ
い
て
も
組
織

の
見
直
し
と
並
行
し
て
進
め
、
各

地
域
の
振
興
事
務
所
は
「
地
域
づ

く
り
の
拠
点
」
と
し
て
目
指
す
役

割
を
変
え
、
市
民
と
と
も
に
地
域

づ
く
り
を
担
っ
て
い
け
る
役
割
を

強
化
し
ま
す
。

◆
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

　
防
災
に
つ
い
て
は
防
災
士
育
成

事
業
補
助
や
防
災
資
機
材
整
備
事

業
を
引
き
続
き
実
施
し
な
が
ら
自

主
防
災
組
織
の
強
化
を
進
め
る
と

と
も
に
、
例
年
９
月
に
行
う
防
災

訓
練
を
「
県
の
総
合
防
災
訓
練
」

と
の
連
携
に
よ
り
実
施
し
、
災
害

時
に
お
け
る
防
災
体
制
の
強
化
を

図
り
ま
す
。

　
医
療
に
つ
い
て
は
「
下
呂
市
医

療
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
基
づ
き
、
医
療

機
関
・
市
民
・
行
政
が
連
携
し
て

地
域
医
療
を
守
り
育
て
て
い
く
た

め
に
、
市
民
へ
の
啓
発
や
医
師
招

へ
い
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま

た
、
障
が
い
者
福
祉
の
一
層

の
充
実
を
図
る
た
め
、
療

育
手
帳
所
持
者
の
う
ち
県

助
成
事
業
の
対
象
と
な
ら

な
い
手
帳
所
持
者
へ
の
医

療
費
助
成
を
開
始
し
ま
す
。

　
最
重
要
課
題
で
あ
り
ま

す
、「
新
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
」に
つ
い
て
は
、市
民
に
と
っ

て
必
要
不
可
欠
か
つ
重
要
な
施
設

で
あ
り
ま
す
の
で
、
建
設
候
補
地

の
選
定
な
ど
に
つ
い
て
、
皆
さ
ま

の
ご
理
解
ご
協
力
が
い
た
だ
け
る

よ
う
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
少
子
化
対
策
・
子
育
て
支
援
と

し
て
引
き
続
き
妊
婦
検
診
や
特
定

不
妊
治
療
の
助
成
を
行
う
と
と
も

に
、
市
長
公
約
で
も
あ
り
ま
し
た

中
学
生
の
外
来
診
療
に
か
か
る
医

療
費
も
新
た
に
助
成
対
象
に
し
ま

す
。

◆
元
気
な
ま
ち
づ
く
り

　
道
路
整
備
で
は
、
濃
飛
横
断
自

動
車
道
の
整
備
促
進
、
国
道
41
号

の
危
険
箇
所
で
あ
る
金
山
町
下
原

地
内
の
ト
ン
ネ
ル
整
備
や
雨
量
規

制
解
除
に
向
け
た
整
備
な
ど
、
主

要
地
方
道
や
県
道
あ
わ
せ
て
17
路

線
の
整
備
促
進
を
強
く
要
望
す
る

ほ
か
、橋
の
耐
震
化
も
進
め
ま
す
。

住
環
境
の
整
備
と
し
て
、
少
ケ
野

雇
用
促
進
住
宅
な
ど
を
市
で
買
い

取
り
市
営
住
宅
と
し
て
管
理
し
ま

す
。

　
観
光
振
興
と
し
て
は
、
温
泉
を

は
じ
め
と
す
る
地
域
固
有
の
観
光

資
源
を
戦
略
的
に
連
携
さ
せ
、
長

期
滞
在
の
仕
組
み
を
構
築
す
る
こ

と
に
よ
り
、
経
済
効
果
を
生
み
出

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
教
育
関
連
と
し
ま
し
て
、
25
年

度
内
に
小
中
学
校
の
耐
震
化
が

１
０
０
％
と
な
り
、
安
心
安
全
な

環
境
で
の
教
育
現
場
が
整
い
ま

す
。

◆
信
頼
さ
れ
る
市
政
運
営

　「
自
分
た
ち
の
こ
と
は
自
分
た

ち
で
、
地
域
の
こ
と
は
地
域
で
」

を
基
本
と
し
て
、
行
政
と
住
民
が

相
互
に
連
携
し
な
が
ら
、
住
民
の

意
見
・
ア
イ
デ
ア
を
反
映
し
た
地

域
づ
く
り
を
行
う
た
め
、
地
域

自
治
区
制
度
の
導
入
を
検
討
し
ま

す
。
今
後
、
財
政
規
模
が
縮
小
し

職
員
削
減
が
余
儀
な
く
さ
れ
る
中

「
地
域
力
を
生
か
し
た
新
し
い
自

治
体
運
営
」
の
形
成
を
目
指
し
て

新
た
に
行
政
改
革
大
綱
お
よ
び
実

施
計
画
の
策
定
を
行
い
ま
す
。

下
呂
市
誕
生
10
周
年

地
域
力
を
生
か
し
た
新
し
い
下
呂
市
の
自
治
体
運
営
を
目
指
し
て

平成 25年度下呂市予算
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会計別予算額と前年度比較（金額は千円以下を四捨五入。合計は合致しない場合があります）

会　計　名 ２5 年度当初 ２4 年度当初 増減率

一 般 会 計 201億7,000万円 202億3,000万円 △ 0.3 %

特
別
会
計

国民健康保険事業（事業勘定） 44億2,504万円 44億5,648万円 △ 0.7 %

後期高齢者医療 4億5,184万円 4億4,246万円 2.1 %

介護保険（介護サービス事業勘定） 2億1,150万円 1億9,663万円 7.6 %

介護保険（保険事業勘定） 32億1,424万円 31億6,379万円 1.6 %

簡易水道事業 7億9,130万円 7億8,530万円 0.8 %

下水道事業 24億9,310万円 23億8,820万円 4.4 %

国民健康保険事業（診療施設勘定） 2億6,734万円 3億891万円 △ 13.5 %

下呂財産区 330万円 324万円 1.8 %

小　　計 118億5,766万円 117億4,501万円 1.0 %

公
営
企
業
会
計

水道事業 4億657万円 3億2,945万円 23.4 %

下呂温泉合掌村事業 3億5,675万円 2億8,847万円 23.7 %

金山病院事業 14億9,034万円 29億5,200万円 △ 49.5 %

小　　計 22億5,365万円 35億6,991万円 △ 36.9 %

合　　計 342億8,131万円 355億4,492万円 △ 3.6 %

将
来
を
見
据
え
た

　
　「気
配
り
予
算
」

平成25年度下呂市  予算は342億円

　
平
成
25
年
度
予
算
が
決
ま
り
ま
し

た
。
一
般
会
計
は
２
０
１
億
７
千
万

円
で
、
特
別
会
計
・
公
営
企
業

会
計
を
合
わ
せ
た
予
算
総
額
は
、

３
４
２
億
８
１
３
１
万
円
で
す
。

　
下
原
小
学
校
な
ど
４
小
学
校
の
校

舎
・
屋
内
運
動
場
の
耐
震
補
強
工
事

（
約
14
億
５
千
万
円
）
が
前
年
度
に

前
倒
し
実
施
で
き
た
こ
と
な
ど
で
一

般
会
計
は
前
年
度
比
６
千
万
円
、０
・

３
％
減
と
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
25
年
度
予
算
で
は
、
昨
年

度
に
引
き
続
き
下
呂
市
第
一
次
総

合
計
画
後
期
基
本
計
画
に
揚
げ
た

①
誰
も
が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
社
会
を
め
ざ
し
た
「
安
心
・

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
」
②
地
域
の

元
気
が
伸
び
行
く
社
会
を
め
ざ
し

た
「
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
」
③
市

民
と
行
政
が
と
も
に
手
を
携
え
連

携
す
る
社
会
を
め
ざ
し
た
「
信
頼

で
さ
れ
る
市
政
運
営
」
の
大
き
な

３
本
柱
を
基
本
と
し
、「
選
択
と
集

中
」を
図
り
つ
つ「
元
気
な
下
呂
市
」

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
人
口
減
に
よ
る
市
税
の
落
ち
込

み
に
加
え
、
平
成
26
年
度
か
ら
は
地

方
交
付
税
の
段
階
的
な
減
少
も
始

ま
り
、
下
呂
市
を
取
り
巻
く
環
境
は

ま
す
ま
す
厳
し
く
な
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
。
最
少
の
経
費
で
最
大

の
効
果
を
上
げ
る
と
い
う
自
治
体

運
営
の
原
則
に
よ
り
き
め
細
か
な

市
制
運
営
を
行
い
ま
す
。
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平
成
25
年
度
予
算
の
ポ
イ
ン
ト

　

平
成
26
年
３
月
に
合
併
10
周

年
の
節
目
を
迎
え
ま
す
が
、
今

後
の
財
政
の
厳
し
さ
を
見
据
え

つ
つ
、
き
め
細
か
な
予
算
編
成

に
努
め
た
『
気
配
り
予
算
』
と

し
、
予
算
規
模
は
前
年
度
当
初

並
み
と
堅
実
な
予
算
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
前
年
度
に
引
き
続
き
市
立
老

人
ホ
ー
ム
や
、
今
秋
に
完
成
予

定
の
竹
原
地
区
保
育
園
の
整
備
、

３
年
目
を
迎
え
る
緊
急
経
済
対

策
に
よ
る
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助

成
事
業
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
中
学
生
の
外
来
診
療

費
の
無
料
化
や
南
消
防
署
庁
舎

の
耐
震
化
、
お
よ
び
高
規
格
救

急
車
の
更
新
、
橋
の
耐
震
補
強
、

道
路
の
改
良
整
備
な
ど
の
事
業

の
ほ
か
に
、
下
呂
温
泉
病
院
の

産
婦
人
科
医
師
の
招
へ
い
に
伴

う
補
助
、
個
別
支
援
が
必
要
な

園
児
の
た
め
の
加
配
保
育
士
の

増
員
、
地
域
力
強
化
（
ま
ち
づ

く
り
）
に
つ
な
が
る
事
業
の
支

援
な
ど
必
要
に
応
じ
た
事
業
の

拡
充
を
行
っ
た
予
算
配
分
と
し

て
い
ま
す
。

平成25年度下呂市  予算は342億円
　
平
成
25
年
度
は
下
呂
市
が
誕
生

し
て
10
周
年
を
迎
え
る
記
念
す
べ

き
年
と
な
り
ま
す
。
記
念
式
典
や

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
の
開
催
が
決
定

し
て
お
り
、
26
年
１
月
か
ら
９
月

ま
で
の
期
間
を
市
制
施
行
10
周
年

記
念
期
間
と
し
て
、
下
呂
市
の
一

体
感
を
盛
り
上
げ
る
よ
う
な
事
業

を
検
討
し
て
い
ま
す
。
市
民
が
地

域
に
誇
り
を
持
ち
、地
域
を
愛
し
、

気
持
ち
を
ひ
と
つ
に
で
き
る
よ

う
、
市
民
憲
章
を
制
定
し
ま
す
。

　
災
害
時
の
司
令
塔
と
な
る
べ
く

庁
舎
の
一
本
化
に
つ
い
て
も
組
織

の
見
直
し
と
並
行
し
て
進
め
、
各

地
域
の
振
興
事
務
所
は
「
地
域
づ

く
り
の
拠
点
」
と
し
て
目
指
す
役

割
を
変
え
、
市
民
と
と
も
に
地
域

づ
く
り
を
担
っ
て
い
け
る
役
割
を

強
化
し
ま
す
。

◆
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

　
防
災
に
つ
い
て
は
防
災
士
育
成

事
業
補
助
や
防
災
資
機
材
整
備
事

業
を
引
き
続
き
実
施
し
な
が
ら
自

主
防
災
組
織
の
強
化
を
進
め
る
と

と
も
に
、
例
年
９
月
に
行
う
防
災

訓
練
を
「
県
の
総
合
防
災
訓
練
」

と
の
連
携
に
よ
り
実
施
し
、
災
害

時
に
お
け
る
防
災
体
制
の
強
化
を

図
り
ま
す
。

　
医
療
に
つ
い
て
は
「
下
呂
市
医

療
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
基
づ
き
、
医
療

機
関
・
市
民
・
行
政
が
連
携
し
て

地
域
医
療
を
守
り
育
て
て
い
く
た

め
に
、
市
民
へ
の
啓
発
や
医
師
招

へ
い
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま

た
、
障
が
い
者
福
祉
の
一
層

の
充
実
を
図
る
た
め
、
療

育
手
帳
所
持
者
の
う
ち
県

助
成
事
業
の
対
象
と
な
ら

な
い
手
帳
所
持
者
へ
の
医

療
費
助
成
を
開
始
し
ま
す
。

　
最
重
要
課
題
で
あ
り
ま

す
、「
新
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
」に
つ
い
て
は
、市
民
に
と
っ

て
必
要
不
可
欠
か
つ
重
要
な
施
設

で
あ
り
ま
す
の
で
、
建
設
候
補
地

の
選
定
な
ど
に
つ
い
て
、
皆
さ
ま

の
ご
理
解
ご
協
力
が
い
た
だ
け
る

よ
う
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
少
子
化
対
策
・
子
育
て
支
援
と

し
て
引
き
続
き
妊
婦
検
診
や
特
定

不
妊
治
療
の
助
成
を
行
う
と
と
も

に
、
市
長
公
約
で
も
あ
り
ま
し
た

中
学
生
の
外
来
診
療
に
か
か
る
医

療
費
も
新
た
に
助
成
対
象
に
し
ま

す
。

◆
元
気
な
ま
ち
づ
く
り

　
道
路
整
備
で
は
、
濃
飛
横
断
自

動
車
道
の
整
備
促
進
、
国
道
41
号

の
危
険
箇
所
で
あ
る
金
山
町
下
原

地
内
の
ト
ン
ネ
ル
整
備
や
雨
量
規

制
解
除
に
向
け
た
整
備
な
ど
、
主

要
地
方
道
や
県
道
あ
わ
せ
て
17
路

線
の
整
備
促
進
を
強
く
要
望
す
る

ほ
か
、橋
の
耐
震
化
も
進
め
ま
す
。

住
環
境
の
整
備
と
し
て
、
少
ケ
野

雇
用
促
進
住
宅
な
ど
を
市
で
買
い

取
り
市
営
住
宅
と
し
て
管
理
し
ま

す
。

　
観
光
振
興
と
し
て
は
、
温
泉
を

は
じ
め
と
す
る
地
域
固
有
の
観
光

資
源
を
戦
略
的
に
連
携
さ
せ
、
長

期
滞
在
の
仕
組
み
を
構
築
す
る
こ

と
に
よ
り
、
経
済
効
果
を
生
み
出

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
教
育
関
連
と
し
ま
し
て
、
25
年

度
内
に
小
中
学
校
の
耐
震
化
が

１
０
０
％
と
な
り
、
安
心
安
全
な

環
境
で
の
教
育
現
場
が
整
い
ま

す
。

◆
信
頼
さ
れ
る
市
政
運
営

　「
自
分
た
ち
の
こ
と
は
自
分
た

ち
で
、
地
域
の
こ
と
は
地
域
で
」

を
基
本
と
し
て
、
行
政
と
住
民
が

相
互
に
連
携
し
な
が
ら
、
住
民
の

意
見
・
ア
イ
デ
ア
を
反
映
し
た
地

域
づ
く
り
を
行
う
た
め
、
地
域

自
治
区
制
度
の
導
入
を
検
討
し
ま

す
。
今
後
、
財
政
規
模
が
縮
小
し

職
員
削
減
が
余
儀
な
く
さ
れ
る
中

「
地
域
力
を
生
か
し
た
新
し
い
自

治
体
運
営
」
の
形
成
を
目
指
し
て

新
た
に
行
政
改
革
大
綱
お
よ
び
実

施
計
画
の
策
定
を
行
い
ま
す
。

下
呂
市
誕
生
10
周
年

地
域
力
を
生
か
し
た
新
し
い
下
呂
市
の
自
治
体
運
営
を
目
指
し
て

平成 25年度下呂市予算
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【道路・河川・都市計画・住宅施策】
　横谷前山線道路改良事業　　　　　　 5,518 万円
　道路新設改良諸経費臨時　　　　　　 1,315 万円
   （次年度以降の事業実施に向けた調査測量。東上田 1 号線・杉秋森線・萩原踏切）

   橋梁長寿化事業 7,500 万円
　河川管理諸経費臨時　　　　　　　　 　411 万円
   ( 次年度以降の事業実施に向けた調査測量。普通河川天神谷）

　少ケ野・南飛騨雇用促進住宅買取事業等 9,126 万円
　緊急経済対策住宅リフォーム事業 5,200 万円
　地籍調査費　　　　　　　　　　 　　4,295 万円

【観光振興施策】
　観光客誘致対策事業 5,713 万円
　国内観光客誘致促進事業　　　　　　　　57 万円
　市制施行 10 周年記念事業　　 　　　　682 万円
   （10 周年記念事業として「ＮＨＫのど自慢」を開催）

　下呂温泉合掌村改修事業 7,080 万円
　
【商工業の振興施策】
　小口融資事業　　　　　　　　　2 億 7,018 万円
　経営安定資金融資事業　　　　　4 億 1,739 万円
　企業立地促進支援事業 2,090 万円
　　（事業所の新設・増設・移設、新規雇用、初期投資に対する助成）

　

【農林業振興施策】
　獣害防除対策事業 1,410 万円
　有害鳥獣捕獲事業 3,193 万円
　飛騨牛雌牛保留対策事業 700 万円
　作業路等整備事業 750 万円
　木質バイオマス利用推進事業　　       　100 万円
　（ペレットストーブ等の購入経費を補助）

　清流の国ぎふ森林・環境基金事業 
　（間伐材を活用した木工教室の開催、学童用机、イスの導入等）　８９5万円
　 （馬瀬地域特徴ある森林資源のネットワーク化等） 154 万円
　
【教育施策】
　馬瀬小学校屋外倉庫の改築経費 447 万円
　下呂小学校屋内運動場改築事業 7,618 万円
　中原公民館倉庫改修、屋根塗装他　　 　249 万円
　図書館システム更新事業 1,281 万円
　あさぎりスポーツ公園施設維持補修費 　700 万円
   ( あさぎり体育館武道場雨漏りのため、屋根の防水シート張り替え）

　給食センター管理運営費臨時　 　　　 3,400 万円
   ( 学校給食センター 5 施設の調理・衛生施設の購入経費）

元気なまちづくり

　市民憲章策定事業 285 万円
　地域振興推進事業（地域げんき未来塾） 692 万円
　地域振興事業の拡充 1 億 1,483 万円

信頼される市政運営

　交通対策事業   　　  １億 1,333 万円
　（コミュニティバス、デマンドバス、臨時バス事業費）

　地域活性化事業 1,122 万円
　（飛騨萩原駅、飛騨金山駅を活用した活性化事業交付金等）

　集落施設等整備事業助成費の拡充　　　 　494 万円

その他

合併特例債の使いみち（充当額）

平成 25年度下呂市予算
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※千円以下は切り捨て

竹原地区保育園統合整備事業� 2 億 6,900 万円
環境衛生施設整備事業� 1 億 2,830 万円
県道路改良事業負担金負担事業� 1,990 万円
消防署施設改修事業� 1,150 万円

平成 25年 10月完成予定の竹原保育園（仮称）の完成予想図

【防災・消防】
　防災士資格取得助成、自主防災組織支援補助等　868 万円
　 ハザードマップ作成、衛星携帯電話の更新等　994 万円
　中消防署消防自動車購入事業 5,105 万円
   南消防署施設整備事業　　 　　　　　1,216 万円
　南消防署消防自動車購入事業　　　 　2,855 万円
　全国女性消防操法大会事業  　　　     552 万円
　馬瀬第３分団消防機庫新築事業　　 　1,026 万円

【健康医療・福祉施策】
　医師招へい事業 1,500 万円
　　〔下呂温泉病院の産婦人科医師招へい：３名〕

　看護師等修学資金貸与事業 3,024 万円
　医療対策事業 93 万円
　　〔医療ビジョンの実践と市民フォーラムの開催〕

　予防接種事業　　　　　　　　　　　 7,591 万円
   子育て支援予防接種事業　　　　　　 1,252 万円
   健康増進計画策定・推進事業　　　　　　 83 万円
   中原診療所 X 線撮影装置購入　　　　   441 万円
    福祉医療費助成事業
　  〔中学生の外来診療費を助成対象に追加〕　　　1,230 万円
　    〔身障療養手帳Ｂ２所持者も対象にする〕　�　　　��310 千円
　 高齢者住宅改修助成事業（住宅リフォーム助成）　 2,000 万円
　市立老人ホーム施設整備事業 1 億 4,043 万円
　　〔あさぎりサニーランド、かなやまサニーランドの改修〕

　

【子育て支援施策】
　子ども・子育て支援事業計画策定事業　　212 万円
   竹原地区保育園統合整備事業 2 億 9,302 万円
　障がい児加配保育士設置事業  3,451 万円

【環境衛生施策】
　塵介処理費　　　　　　　　　　1 億 2,939 万円
　し尿処理施設整備事業　　　　　　　2,984 万円
　環境衛生施設整備事業　 　　　   1 億 9,876 万円
　　〔新クリーンセンター施設整備に係る調査測量、用地購入他〕

　
【水道・下水道事業】
　東上田水源改良・耐震補強実施設計業務　2,478 万円
　 小川 7 号線配水管布設他管網整備事業 1 億 1,810 万円
　萩原町簡易水道施設整備費　　　　　 2,637 万円
   小坂町簡易水道施設整備費　　　　　    724 万円    
   金山町簡易水道施設整備費　　　 　　7,232 万円
　公共下水道整備費（下呂処理区） 　　  1,000 万円
　特定環境保全公共下水道整備費（萩原処理区）　   ３億 333 万円
   農業集落排水整備費（金山処理区）　  2,400 万円
　農業集落排水整備費（小坂処理区）　　1,500 万円

安心・安全なまちづくり

防災士情報交換会の様子

平成 25年度下呂市予算
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平成 25年度の主要事業

地域げんき未来塾（馬瀬地域）の様子
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　馬瀬第３分団消防機庫新築事業　　 　1,026 万円
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　医師招へい事業 1,500 万円
　　〔下呂温泉病院の産婦人科医師招へい：３名〕

　看護師等修学資金貸与事業 3,024 万円
　医療対策事業 93 万円
　　〔医療ビジョンの実践と市民フォーラムの開催〕

　予防接種事業　　　　　　　　　　　 7,591 万円
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　障がい児加配保育士設置事業  3,451 万円

【環境衛生施策】
　塵介処理費　　　　　　　　　　1 億 2,939 万円
　し尿処理施設整備事業　　　　　　　2,984 万円
　環境衛生施設整備事業　 　　　   1 億 9,876 万円
　　〔新クリーンセンター施設整備に係る調査測量、用地購入他〕

　
【水道・下水道事業】
　東上田水源改良・耐震補強実施設計業務　2,478 万円
　 小川 7 号線配水管布設他管網整備事業 1 億 1,810 万円
　萩原町簡易水道施設整備費　　　　　 2,637 万円
   小坂町簡易水道施設整備費　　　　　    724 万円    
   金山町簡易水道施設整備費　　　 　　7,232 万円
　公共下水道整備費（下呂処理区） 　　  1,000 万円
　特定環境保全公共下水道整備費（萩原処理区）　   ３億 333 万円
   農業集落排水整備費（金山処理区）　  2,400 万円
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平成 25年度の主要事業

地域げんき未来塾（馬瀬地域）の様子



一
般
会
計
の
総
額
は

�

２
０
１
億
７
千
万
円

市税
45億8千万円
22.7%

自主財源
33.9%

依存財源
66.1%

繰入金
3億5千万円
1.8%

諸収入
９億2千万円
4.6%

使用料・手数料
3億８千万円
1.9%

繰越金
3億5千万円
1.7%

その他
2億3千万円
1.2%

地方交付税
86億5千万円
42.9%

市債
18億1千万円
9.0%

国・県支出金
22億1千万円
11.0%

地方消費税交付金
3億4千万円
1.7%

その他
1億円
0.4%

地方譲与税
2億円
1.1%

市税の
内訳

一般会計歳入予算の内訳

一般会計歳出予算の内訳

市民税
14億5千万円
31.8%

固定資産税
26億5千万円
57.8%

たばこ税
２億4千万円
5.5%

軽自動車税
7千万円
1.7%

入湯税
1億4千万円
3.2%

目的別

性質別

義務的経費
43.7%

投資的
経費
10.0%

その他　
の経費
46.3%

人件費
39億3千万円
19.5%

公債費
30億8千万円
15.3%

扶助費
18億円
8.9%

普通建設事業費
20億円
10.0%

繰出金
31億6千万円
15.7%

　物件費
31億3千万円
15.6%

　補助費等
14億4千万円
　　7.2%

その他　10億 3千万円　5.2%維持補修費
5億4千万円
2.6%

総務費
11.6%

民生費
25.4%

土木費
12.5%

衛生費
10.1% 公債費

15.3%

農林水産業費
　6.0%

教育費
　7.3%

消防費
　4.8%

商工費
　6.0%

議会費
　0.7%

予備費0.1%

労働費0.2%

※すべての円グラフで、金額は100万円
　単位を切り捨てています。
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市
税
は
、
個
人
市
民
税
で
納
税
義
務
者

の
減
少
及
び
労
働
人
口
の
減
少
が
あ
る
も

の
の
所
得
金
額
に
大
き
な
増
減
は
無
い
と

見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
前
年
度
当
初
比

７
・
９
％
の
増
加
を
見
込
み
、
法
人
市
民
税

に
つ
い
て
は
、
世
界
経
済
の
低
迷
等
に
よ

る
生
産
・
輸
出
関
連
な
ど
の
企
業
に
業
績

悪
化
の
不
安
定
要
素
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

前
年
度
当
初
比
７
・
８
％
の
減
少
と
見
込

ん
で
い
ま
す
。
固
定
資
産
税
で
は
、
土
地

価
格
の
下
落
が
続
い
て
い
る
こ
と
な
ど
に

よ
り
前
年
度
当
初
比
１
・
３
％
減
少
を
、
た

ば
こ
税
で
は
、
喫
煙
者
数
の
減
少
傾
向
は

あ
り
ま
す
が
、
県
た
ば
こ
税
の
一
部
移
譲

を
踏
ま
え
て
、
前
年
度
当
初
比
22
・
６
％

増
加
と
し
、
入
湯
税
で
は
、
宿
泊
者
数
の

若
干
の
増
加
を
見
込
み
、
前
年
度
当
初
比

２
・
４
％
増
加
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
地
方
交
付
税
は
、
前
年
度
当
初
比

４
億
５
千
万
円
（
５
・
５
％
）
増
額
を
計

上
し
、
国
庫
支
出
金
で
は
、
自
立
支
援
給

付
費
負
担
金
、
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付

金
（
市
営
住
宅
、
市
道
）
な
ど
が
増
額
と

な
り
前
年
度
当
初
比
０
・
９
％
の
増
加
見

込
で
す
。
県
支
出
金
は
、
牧
場
施
設
整
備

の
完
了
と
ぎ
ふ
清
流
国
体
終
了
に
よ
り
補

助
金
、
交
付
金
が
減
額
と
な
っ
た
た
め
、

前
年
度
当
初
比
５
・
７
％
減
少
と
見
込
み
、

国
・
県
支
出
金
は
前
年
度
当
初
比
５
千
万

円
（
４
・
８
％
）
の
減
額
と
し
て
い
ま
す
。

   

繰
入
金
で
は
、
財
政
調
整
基
金
の
取
り

崩
し
を
前
年
度
当
初
比
４
億
１
千
万
円
少

な
い
３
億
円
に
留
め
る
こ
と
が
で
き
て
い

ま
す
。

　
市
債
は
竹
原
地
区
保
育
園
統
合
整
備
、

環
境
衛
生
施
設
整
備
な
ど
の
事
業
に
計
上

し
前
年
度
当
初
比
１
億
３
千
万
円
（
６
・

７
％
）
の
減
額
と
し
て
い
ま
す
。

【歳入】１年間のすべての収入
【自主財源】自前で収入できるお金
【依存財源】国や県から交付され
たり、借り入れたりするお金
【繰入金】各種基金を取り崩して
繰り入れるお金など
【地方交付税】所得税など国が徴
収した税金の中から、市町村の財
政規模に応じて配分されるお金
【市債】公共施設の建設など、市
が一度に多額の出費が必要な場合
に認められる長期の借入金
【国・県支出金】国や県の決めた
ルールにあった仕事をする場合な
どに、必要な費用の一部または全
部が補助されるもの
【地方譲与税】国が徴収した自動
車重量税などから配分されるお金
【歳出】１年間のすべての支出
【義務的経費】法令あるいは性質
上、支出が義務づけられた経費
【投資的経費】道路や建物の建設、
用地の購入など市民の財産として
将来に残るものに支出されるお金
【公債費】借り入れた市債の返済
に充てるお金で、元金の返済金と
その利息
【扶助費】生活保護費や障がい者
への援助費など福祉のためのお金
【物件費】委託料や使用料、光熱
水費、消耗品費、備品購入費など
【繰出金】特別会計への繰出金
【補助費等】各種団体への補助金
や交付金、保険料、謝礼金など
【維持補修費】施設や道路などの
維持補修にかかるお金

　
職
員
数
の
減
少
と
職
員
給
与
等
の
減
額

に
よ
り
人
件
費
が
減
少
し
て
い
ま
す
が
、

生
活
保
護
費
、
自
立
支
援
給
付
費
等
に
よ

り
扶
助
費
の
増
加
、
市
債
の
償
還
金
で
あ

る
公
債
費
の
増
加
に
よ
り
、
義
務
的
経
費

は
、前
年
度
当
初
比
３
千
万
円（
０
・
４
％
）

増
加
と
な
り
、
予
算
全
体
に
占
め
る
割
合

は
43
・
７
％
で
す
。

　
投
資
的
経
費
（
普
通
建
設
事
業
）
は
、

平
成
25
年
度
で
計
画
し
て
い
た
４
小
学
校

の
校
舎
・
屋
内
運
動
場
の
耐
震
補
強
事
業

を
前
年
度
に
前
倒
し
し
た
こ
と
に
よ
り
前

年
度
当
初
比
３
億
５
千
万
円
（
14
・
８
％
）

減
少
し
て
い
ま
す
。
物
件
費
で
は
、
行
政

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
器
等
の
更
新
、
市
内
５

箇
所
の
給
食
セ
ン
タ
ー
で
使
用
す
る
備
品

の
購
入
、
金
山
・
萩
原
南
保
育
園
の
指

定
管
理
料
な
ど
に
よ
り
前
年
度
当
初
比

１
億
１
千
万
円
（
３
・
８
％
）
増
額
し
て

い
ま
す
。
維
持
補
修
費
は
、
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
施
設
維
持
工
事
な
ど
に
よ
り
前
年

度
当
初
比
６
千
万
円
（
13
・
１
％
）
増
加
、

補
助
費
は
、
ぎ
ふ
清
流
国
体
終
了
に
よ
り

２
千
万
円（
１
・
６
％
）減
少
し
て
い
ま
す
。

　
繰
出
金
に
つ
い
て
は
、
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
、
国
民
健
康
保
険
事
業
（
事

業
勘
定
）
特
別
会
計
、
下
水
道
事
業
特
別

会
計
繰
出
金
な
ど
に
よ
り
前
年
度
当
初
比

８
千
万
円
（
２
・
７
％
）
の
増
加
と
し
て

い
ま
す
。

用語解説 歳
　
入

歳
　
出
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一
般
会
計
の
総
額
は

�

２
０
１
億
７
千
万
円

市税
45億8千万円
22.7%

自主財源
33.9%

依存財源
66.1%

繰入金
3億5千万円
1.8%

諸収入
９億2千万円
4.6%

使用料・手数料
3億８千万円
1.9%

繰越金
3億5千万円
1.7%

その他
2億3千万円
1.2%

地方交付税
86億5千万円
42.9%

市債
18億1千万円
9.0%

国・県支出金
22億1千万円
11.0%

地方消費税交付金
3億4千万円
1.7%

その他
1億円
0.4%

地方譲与税
2億円
1.1%

市税の
内訳

一般会計歳入予算の内訳

一般会計歳出予算の内訳

市民税
14億5千万円
31.8%

固定資産税
26億5千万円
57.8%

たばこ税
２億4千万円
5.5%

軽自動車税
7千万円
1.7%

入湯税
1億4千万円
3.2%

目的別

性質別

義務的経費
43.7%

投資的
経費
10.0%

その他　
の経費
46.3%

人件費
39億3千万円
19.5%

公債費
30億8千万円
15.3%

扶助費
18億円
8.9%

普通建設事業費
20億円
10.0%

繰出金
31億6千万円
15.7%

　物件費
31億3千万円
15.6%

　補助費等
14億4千万円
　　7.2%

その他　10億 3千万円　5.2%維持補修費
5億4千万円
2.6%

総務費
11.6%

民生費
25.4%

土木費
12.5%

衛生費
10.1% 公債費

15.3%

農林水産業費
　6.0%

教育費
　7.3%

消防費
　4.8%

商工費
　6.0%

議会費
　0.7%

予備費0.1%

労働費0.2%

※すべての円グラフで、金額は100万円
　単位を切り捨てています。
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平成 25年度下呂市予算

　
市
税
は
、
個
人
市
民
税
で
納
税
義
務
者

の
減
少
及
び
労
働
人
口
の
減
少
が
あ
る
も

の
の
所
得
金
額
に
大
き
な
増
減
は
無
い
と

見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
前
年
度
当
初
比

７
・
９
％
の
増
加
を
見
込
み
、
法
人
市
民
税

に
つ
い
て
は
、
世
界
経
済
の
低
迷
等
に
よ

る
生
産
・
輸
出
関
連
な
ど
の
企
業
に
業
績

悪
化
の
不
安
定
要
素
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

前
年
度
当
初
比
７
・
８
％
の
減
少
と
見
込

ん
で
い
ま
す
。
固
定
資
産
税
で
は
、
土
地

価
格
の
下
落
が
続
い
て
い
る
こ
と
な
ど
に

よ
り
前
年
度
当
初
比
１
・
３
％
減
少
を
、
た

ば
こ
税
で
は
、
喫
煙
者
数
の
減
少
傾
向
は

あ
り
ま
す
が
、
県
た
ば
こ
税
の
一
部
移
譲

を
踏
ま
え
て
、
前
年
度
当
初
比
22
・
６
％

増
加
と
し
、
入
湯
税
で
は
、
宿
泊
者
数
の

若
干
の
増
加
を
見
込
み
、
前
年
度
当
初
比

２
・
４
％
増
加
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
地
方
交
付
税
は
、
前
年
度
当
初
比

４
億
５
千
万
円
（
５
・
５
％
）
増
額
を
計

上
し
、
国
庫
支
出
金
で
は
、
自
立
支
援
給

付
費
負
担
金
、
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付

金
（
市
営
住
宅
、
市
道
）
な
ど
が
増
額
と

な
り
前
年
度
当
初
比
０
・
９
％
の
増
加
見

込
で
す
。
県
支
出
金
は
、
牧
場
施
設
整
備

の
完
了
と
ぎ
ふ
清
流
国
体
終
了
に
よ
り
補

助
金
、
交
付
金
が
減
額
と
な
っ
た
た
め
、

前
年
度
当
初
比
５
・
７
％
減
少
と
見
込
み
、

国
・
県
支
出
金
は
前
年
度
当
初
比
５
千
万

円
（
４
・
８
％
）
の
減
額
と
し
て
い
ま
す
。

   
繰
入
金
で
は
、
財
政
調
整
基
金
の
取
り

崩
し
を
前
年
度
当
初
比
４
億
１
千
万
円
少

な
い
３
億
円
に
留
め
る
こ
と
が
で
き
て
い

ま
す
。

　
市
債
は
竹
原
地
区
保
育
園
統
合
整
備
、

環
境
衛
生
施
設
整
備
な
ど
の
事
業
に
計
上

し
前
年
度
当
初
比
１
億
３
千
万
円
（
６
・

７
％
）
の
減
額
と
し
て
い
ま
す
。

【歳入】１年間のすべての収入
【自主財源】自前で収入できるお金
【依存財源】国や県から交付され
たり、借り入れたりするお金
【繰入金】各種基金を取り崩して
繰り入れるお金など
【地方交付税】所得税など国が徴
収した税金の中から、市町村の財
政規模に応じて配分されるお金
【市債】公共施設の建設など、市
が一度に多額の出費が必要な場合
に認められる長期の借入金
【国・県支出金】国や県の決めた
ルールにあった仕事をする場合な
どに、必要な費用の一部または全
部が補助されるもの
【地方譲与税】国が徴収した自動
車重量税などから配分されるお金
【歳出】１年間のすべての支出
【義務的経費】法令あるいは性質
上、支出が義務づけられた経費
【投資的経費】道路や建物の建設、
用地の購入など市民の財産として
将来に残るものに支出されるお金
【公債費】借り入れた市債の返済
に充てるお金で、元金の返済金と
その利息
【扶助費】生活保護費や障がい者
への援助費など福祉のためのお金
【物件費】委託料や使用料、光熱
水費、消耗品費、備品購入費など
【繰出金】特別会計への繰出金
【補助費等】各種団体への補助金
や交付金、保険料、謝礼金など
【維持補修費】施設や道路などの
維持補修にかかるお金

　
職
員
数
の
減
少
と
職
員
給
与
等
の
減
額

に
よ
り
人
件
費
が
減
少
し
て
い
ま
す
が
、

生
活
保
護
費
、
自
立
支
援
給
付
費
等
に
よ

り
扶
助
費
の
増
加
、
市
債
の
償
還
金
で
あ

る
公
債
費
の
増
加
に
よ
り
、
義
務
的
経
費

は
、前
年
度
当
初
比
３
千
万
円（
０
・
４
％
）

増
加
と
な
り
、
予
算
全
体
に
占
め
る
割
合

は
43
・
７
％
で
す
。

　
投
資
的
経
費
（
普
通
建
設
事
業
）
は
、

平
成
25
年
度
で
計
画
し
て
い
た
４
小
学
校

の
校
舎
・
屋
内
運
動
場
の
耐
震
補
強
事
業

を
前
年
度
に
前
倒
し
し
た
こ
と
に
よ
り
前

年
度
当
初
比
３
億
５
千
万
円
（
14
・
８
％
）

減
少
し
て
い
ま
す
。
物
件
費
で
は
、
行
政

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
器
等
の
更
新
、
市
内
５

箇
所
の
給
食
セ
ン
タ
ー
で
使
用
す
る
備
品

の
購
入
、
金
山
・
萩
原
南
保
育
園
の
指

定
管
理
料
な
ど
に
よ
り
前
年
度
当
初
比

１
億
１
千
万
円
（
３
・
８
％
）
増
額
し
て

い
ま
す
。
維
持
補
修
費
は
、
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
施
設
維
持
工
事
な
ど
に
よ
り
前
年

度
当
初
比
６
千
万
円
（
13
・
１
％
）
増
加
、

補
助
費
は
、
ぎ
ふ
清
流
国
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に
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り
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６
％
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。
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特
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て
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用語解説 歳
　
入

歳
　
出

平成 25年度下呂市予算
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下
呂
市
小
川
の
岐
阜
県
立
飛
騨
特
別
支

援
学
校
下
呂
分
校
が
現
在
の
高
等
部
に
加

え
、
小
学
部
と
中
学
部
が
併
設
さ
れ
「
岐

阜
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立
下
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特
別
支
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学
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」
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な
り
、

４
月
９
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開
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迎
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す
。
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か
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リ
ー
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ベ
ー

タ
ー
の
設
置
、
ジ
ャ
グ
ジ
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プ
ー
ル
な
ど
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増
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さ
れ
、
一
部
の
教
室
に
は
床
暖
房

が
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し
た
。
新
年
度
か
ら
は
下
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域
と
中
津
川
市
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一
部
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ら
36
名

の
児
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徒
が
通
学
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
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バ
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ー

を
開
催
し
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り
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観
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へ
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品
を
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し

た
り
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
か
ら

は
毎
週
太
鼓
の
指
導
を
し
て
い
た
だ
い
て

お
り
、「
湯
ヶ
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鼓
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開
校
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。

　
地
域
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育
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下
呂
特
別
支
援
学
校
。
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も
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地
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密
着
し
た
活

躍
が
期
待
さ
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す
。
な
お
、
４
月
７
日

に
は
内
覧
会
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

　
下
呂
温
泉
合
掌
村
の
影
絵
昔
話
館
「
し

ら
さ
ぎ
座
」
で
、
新
作
の
「
八
百
比
丘
尼

（
は
っ
ぴ
ゃ
く
び
く
に
）」
の
上
演
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　「
八
百
比
丘
尼
」
は
清
流
馬
瀬
川
に
伝

わ
る
伝
説
で
、こ
の
作
品
の
完
成
に
よ
り
、

市
内
各
地
域
に
伝
わ
る
昔
話
が
す
べ
て
上

演
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で

の
作
品
は
影
絵
の
み
で
表
現
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
こ
の
作
品
は
手
影
絵
も
交
え
て

表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
た
っ
た
４
名
で
上
演
さ
れ
て
い
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と
は

思
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な
い
ほ
ど
、
華
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な
影
絵
劇
。
特

に
竜
宮
の
場
面
で
は
に
ぎ
や
か
に
楽
し
く

表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
馬
瀬
地
域
に
伝
わ
る
不
思
議
な
昔
話
に

思
い
を
馳
せ
な
が
ら
、
手
影
絵
の
懐
か
し

さ
に
触
れ
る
「
し
ら
さ
ぎ
座
　
八
百
比
丘

尼
」
公
演
は
、
６
月
16
日
ま
で
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
　
　            

　【
下
呂
温
泉
合
掌
村
】

下
呂
の
昔
話
を
影
絵
で
伝
え
る

下
呂
温
泉
合
掌
村 

し
ら
さ
ぎ
座

４
月
９
日
開
校

下
呂
特
別
支
援
学
校
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ジ
ャ
グ
ジ
ー
プ
ー
ル

下呂特別支援学校内覧会のお知らせ
　　４月７日（日）９時～ 12時

校舎全景
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最
後
の
下
呂
検
定

　
平
成
20
年
か
ら
冬
の
誘
客

な
ど
を
目
的
に
開
催
し
て
い

た
「
下
呂
検
定
」
が
、
下
呂
温

泉
の
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
市
内
の
温
泉
・
歴
史
・
文
化

な
ど
か
ら
50
問
出
題
さ
れ
、
最

年
少
の
７
歳
か
ら
最
高
齢
の
82

歳
ま
で
１
５
１
名
が
受
検
し
ま

し
た
。
今
年
で
最
後
と
な
っ
た

検
定
に
は
下
呂
温
泉
の
舞
妓
さ

ん
も
挑
戦
し
、
真
剣
な
ま
な
ざ

し
で
答
案
用
紙
に
向
か
っ
て
い

ま
し
た
。
合
格
者
に
は
バ
ッ
ジ

な
ど
が
贈
ら
れ
ま
す
。

真剣な表情で受検する舞妓さんら

　
　

で
は
、

　
　
市
制
10

周
年
を
迎
え

る
に
あ
た

り
、
市
民
の

皆
さ
ん
と
一

体
感
を
持
っ

て
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し

て
い
く
た
め
「
下
呂
市
市
民
憲
章
」
の

制
定
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
現
在
、

市
内
５
地
域
の
地
域
審
議
会
か
ら
選
抜

さ
れ
た
10
名
に
よ
る
下
呂
市
市
民
憲
章

検
討
委
員
会
に
お
い
て
、
市
民
憲
章
の

草
案
づ
く
り
に
着
手
し
て
い
ま
す
。

　
検
討
委
員
会
で
は
、「
市
民
憲
章
を
、

市
民
の
生
活
や
環
境
な
ど
に
関
わ
る
理

想
や
希
望
、
誓
い
な
ど
を
示
し
た
“
市

民
の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
”
に
な
る
も
の

と
し
た
い
」
と
の
思
い
か
ら
、
広
く
市

民
の
皆
さ
ん
の
声
を
取
り
入
れ
作
成
し

て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
今
月
号
の
広
報
げ

ろ
に
は
さ
ん
で
い
る
「
市
民
憲
章
の
文

案
募
集
用
紙
」
を
ご
確
認
の
う
え
、
多

数
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　【
経
営
管
理
部
・
総
合
政
策
課
】

◇
国
民
性
の
自
覚

　
日
本
人
の
大
切
に
し
て
き
た
精
神
風
土
（
例

え
ば
、
人
前
で
は
し
た
な
い
事
を
し
な
い
、
他

人
の
迷
惑
を
顧
み
ず
自
分
の
言
い
分
だ
け
を
声

高
に
主
張
し
な
い
、
理
屈
を
こ
ね
て
ご
ま
か
そ

う
と
し
な
い
な
ど
）
を
大
切
に
し
、
気
持
ち
よ

く
生
活
す
る
た
め
、
国
民
性
を
思
い
起
こ
さ
せ

て
く
れ
る
も
の
で
す
。

◇
和
語
の
意
義
の
再
認
識

　
漢
語
や
外
来
語
が
溢
れ
て
い
る
昨
今
、
市
民

憲
章
は
「
声
に
出
し
て
読
む
美
し
い
日
本
語
」

の
例
と
し
て
も
見
直
さ
れ
て
い
ま
す
。
分
か
り

や
す
く
書
か
れ
、
音
読
し
た
時
心
地
よ
く
耳
に

入
っ
て
く
る
と
い
う
市
民
憲
章
は
、
ま
ち
づ
く

り
に
お
い
て
も
多
く
の
市
民
の
心
を
決
定
付
け

る
力
を
持
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

◇
市
民
の
参
加
意
欲
の
奮
起

　
多
く
の
市
民
が
「
ま
ち
づ
く
り
」
に
進

ん
で
参
加
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
市
民

憲
章
に
よ
り
、
市
民
に
過
大
な
負
担
を
要

求
せ
ず
、
誰
か
ら
も
親
し
み
や
す
く
理
解

さ
れ
、
利
害
や
主
張
を
超
え
た
共
感
を
生

み
出
し
、
全
て
の
市
民
へ
自
然
な
参
加
意

欲
を
促
し
ま
す
。

◇
市
民
の
地
域
愛
の
養
育

　
自
ら
が
住
ん
だ
り
、
仕
事
を
し
た
り
す
る
ま

ち
に
対
す
る
市
民
の
愛
情
を
養
い
育
て
る
と
い

う
大
き
な
意
義
が
あ
り
ま
す
。

◇
法
律
の
限
界
の
克
服

　
法
律
は
「
悪
い
こ
と
を
し
な
い
よ
う
に
し
よ

う
」
と
い
う
抑
止
に
よ
り
好
ま
し
い
世
の
中
を

維
持
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
市
民
憲
章
は

「
善
い
こ
と
を
し
よ
う
」
と
い
う
促
進
に
よ
り

好
ま
し
い
世
の
中
を
創
造
し
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
一
部
の
不
心
得
な
人
間
の
悪
事
の
抑
止
で

な
く
、
大
多
数
の
人
間
の
善
意
や
努
力
を
促
進

す
る
こ
と
に
よ
り
、
社
会
が
健
全
に
発
展
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

市（
町
村
）民
憲
章
の
意
義

市
民
憲
章
の
制
定
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　よ
り
よ
い
郷
土
づ
く
り
へ
の
関
心
を
高
め
る
た
め
に
、
昭
和
30
年
代
か
ら
各
市

町
村
で
制
定
さ
れ
だ
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
た
も
の
で
は

な
く
、
各
自
治
体
に
よ
っ
て
主
体
的
に
制
定
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
下
呂
市
が

合
併
す
る
前
の
旧
町
村
に
お
い
て
も
、
制
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

市（
町
村
）民
憲
章
と
は
・
・
・

市
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NHKのど自慢♪
出場者・観覧者大募集

　下呂市とＮＨＫ岐阜放送局では、下呂市合併 10 周年を記念して
「ＮＨＫのど自慢」を開催します。
出場および観覧をご希望の方は下記の要領でお申し込みください。
　  【お問い合せ先】　ＮＨＫ岐阜放送局　☎（０５８）２６４－４６１１
　　　　　　　　　　　　（平日：午前９時３０分～午後６時）

会場　　下呂交流会館アクティブ　温
ほっと

アリーナ（予選・本選ともに）
放送　　６月３０日（日）　午後０時１５分～午後１時
予定　　（総合・ラジオ第１・国際放送）
出場　　予選を通過した２０組のみなさん
主催　　ＮＨＫ岐阜放送局、下呂市

森進一 秋元順子 司会 / 小田切千アナウンサー

応募方法
予 選 ６月２９日(土)【受付】午前１１時００分【開始】午前１１時４５分【終了予定】午後６時００分

本 選 ６月３０日(日)【開場】午前１１時００分【開演】午前１１時４５分【終演予定】午後１時３０分

往復はがきに下記の内容を記入してお送りください

出場者の申込

締切　平成25年
　　　５月23日（木）必着

※グループでの申込の場合は、③～⑤について全員分とメンバーの関係（兄弟、同僚、同級生など）もご記入ください。※応募は１人（グループ）１通に
限ります。※応募多数の場合は定員２５０組を選出のうえ、予選受付票を返送します。※応募資格は中学生を除く１５歳以上で、原則アマチュアの方と
させていただきます。※大学生・高校生の方は職業の欄に部活動などを明記してください。※予選会の演奏も生バンドですが、キーの指定はできません。

５００ ８５５４

５００ ８５５４

①郵便番号
②住所
③名前
④電話番号

本選観覧の申込

※予選の「観覧」には事前のお申し込みは不要ですが、混雑状況により入場を制限する場合があります。※応募多数の場合は
抽選のうえ、１枚につき２人入場できる整理券を返送します。※満１歳以上のお子様から整理券が必要です。※当選はお１人
様１通とさせていただきます。※インターネットオークション等での売買を目的としたお申し込みは固くお断りします。
※ご応募の際にいただいた情報は、抽選・選出結果のご連絡のほか、NHK では受信料のお願いに使用させていただくことがあります。

《入場無料》

ＮＨＫ岐阜放送局
「のど自慢・出場」係

ＮＨＫ岐阜放送局
「のど自慢・観覧」係

締切　平成25年
　　　５月27日（月）必着

［返信用表面］

［返信用表面］

［往信用表面］

［往信用表面］

［往信用裏面］

［往信用裏面］

［返信用裏面］

［返信用裏面］

何も書かないで
ください。
選出結果を印刷
します

何も書かないで
ください。
抽選結果を印刷
します

①郵便番号
②住所
③名前（ふりがな）
④年齢
⑤性別
⑥電話番号
⑦職業（具体的に）
⑧歌う曲目と歌手名
⑨選曲理由（詳しく）

ご自分の
①郵便番号
②住　　所
③名　　前

ご自分の
①郵便番号
②住　　所
③名　　前

出　演

※予選の「観覧」には事前のお申し込
みは不要ですが、混雑状況により入場
を制限する場合があります。
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●補助対象者
◦市内に住民登録している方で現にその住宅に
　居住している方
◦住宅の所有者及び世帯員に市税等の滞納がな
　い方
●補助対象事業
　対象工事費が３万円（消費税込み）以上で、市内に
住所を有している事業者または、市内で事業を営む個
人事業者に依頼して、平成 26 年 3 月 31 日までに実
績報告書を提出できるリフォーム工事が対象です。
　工事の内容等、詳細はお尋ねください。

●補助金額
１. 対象工事費の３分の１　千円未満切捨　上限 15 万円
※予算額は 5,200 万円です。
●受付窓口
　市役所萩原庁舎２階建築課および各振興事務所地域振興課です。
●ご注意
◦必ず工事着工前に申請し、交付決定後に着工してくださ
　い。交付決定前に着工した工事は、対象外になります。
◦この制度を過去に受けた方や「高齢者生きがい住宅
　リフォーム補助金」を受けた方は、ご利用できません。

平成 25年度の「住宅リフォーム補助金制度」の受付を、４月１５日（月）
から開始します。皆様のご利用をお待ちしています。

住宅リフォーム補助金制度
平成25年度  下呂市緊急経済対策

問合先　建設部建築課 52-2000（内線 218）

４月15日（月）受付開始

住宅リフォームをお考えの方に
　市では平成 23 年度からの３年間、住宅リフォーム補助制度（緊急経済対策・高齢者生きがい）により、
住宅改修にかかる工事費の補助を行っています。この補助制度は 25 年度が最終となります。住宅改修をお
考えの方は、ぜひこの制度をご利用ください。
　4 月 15 日（月）の午前 8 時 30 分から受付開始です。初日は、午前８時 30 分から午後５時 15 分まで受
付を行い、申請件数すべてを補助対象としますので、早朝より並んでいただく必要はありません。
　ただし、２日目以降は予算がなくなり次第、受付を終了とさせていただきます。

　世帯員全員が 65歳以上（独居を含む）の世帯を対象にした「高齢者
生きがい住宅リフォーム補助金」の受付を、４月１５日（月）から開始
します。リフォームをお考えの方はお早めにご検討ください。

高齢者生きがい住宅リフォーム補助金

●補助対象事業
　市内に住所を有している事業者又は、市内で
事業を営む個人事業者に依頼して平成 26 年 3
月 31 日までに実績報告書を提出できる住宅リ
フォーム工事が対象となります。
　工事の内容等、詳細はお尋ねください。
●補助金額　
１. 対象工事費の２分の１　千円未満切捨、上限 15 万円
　※３万円（消費税込み）以上の工事費を対象
　※予算額は 2,000 万円です。

●受付窓口
　市役所萩原庁舎２階建築課および各振興事務所地域振興課です。
●ご注意
◦必ず工事着工前に申請し、交付決定後に着工してく
　ださい。交付決定前に着工した工事は、対象外にな
　ります。
◦過去にこの制度を受けた方や「緊急経済対策住宅リ
　フォーム補助金」を受けた方は、ご利用いただけま
　せん。

平成25年度  ４月15日（月）受付開始

問合先　建設部建築課 52-2000（内線 218）
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NHKのど自慢♪
出場者・観覧者大募集

　下呂市とＮＨＫ岐阜放送局では、下呂市合併 10 周年を記念して
「ＮＨＫのど自慢」を開催します。
出場および観覧をご希望の方は下記の要領でお申し込みください。
　  【お問い合せ先】　ＮＨＫ岐阜放送局　☎（０５８）２６４－４６１１
　　　　　　　　　　　　（平日：午前９時３０分～午後６時）

会場　　下呂交流会館アクティブ　温
ほっと

アリーナ（予選・本選ともに）
放送　　６月３０日（日）　午後０時１５分～午後１時
予定　　（総合・ラジオ第１・国際放送）
出場　　予選を通過した２０組のみなさん
主催　　ＮＨＫ岐阜放送局、下呂市

森進一 秋元順子 司会 / 小田切千アナウンサー

応募方法
予 選 ６月２９日(土)【受付】午前１１時００分【開始】午前１１時４５分【終了予定】午後６時００分

本 選 ６月３０日(日)【開場】午前１１時００分【開演】午前１１時４５分【終演予定】午後１時３０分

往復はがきに下記の内容を記入してお送りください

出場者の申込

締切　平成25年
　　　５月23日（木）必着

※グループでの申込の場合は、③～⑤について全員分とメンバーの関係（兄弟、同僚、同級生など）もご記入ください。※応募は１人（グループ）１通に
限ります。※応募多数の場合は定員２５０組を選出のうえ、予選受付票を返送します。※応募資格は中学生を除く１５歳以上で、原則アマチュアの方と
させていただきます。※大学生・高校生の方は職業の欄に部活動などを明記してください。※予選会の演奏も生バンドですが、キーの指定はできません。

５００ ８５５４

５００ ８５５４

①郵便番号
②住所
③名前
④電話番号

本選観覧の申込

※予選の「観覧」には事前のお申し込みは不要ですが、混雑状況により入場を制限する場合があります。※応募多数の場合は
抽選のうえ、１枚につき２人入場できる整理券を返送します。※満１歳以上のお子様から整理券が必要です。※当選はお１人
様１通とさせていただきます。※インターネットオークション等での売買を目的としたお申し込みは固くお断りします。
※ご応募の際にいただいた情報は、抽選・選出結果のご連絡のほか、NHK では受信料のお願いに使用させていただくことがあります。

《入場無料》

ＮＨＫ岐阜放送局
「のど自慢・出場」係

ＮＨＫ岐阜放送局
「のど自慢・観覧」係

締切　平成25年
　　　５月27日（月）必着

［返信用表面］

［返信用表面］

［往信用表面］

［往信用表面］

［往信用裏面］

［往信用裏面］

［返信用裏面］

［返信用裏面］

何も書かないで
ください。
選出結果を印刷
します

何も書かないで
ください。
抽選結果を印刷
します

①郵便番号
②住所
③名前（ふりがな）
④年齢
⑤性別
⑥電話番号
⑦職業（具体的に）
⑧歌う曲目と歌手名
⑨選曲理由（詳しく）

ご自分の
①郵便番号
②住　　所
③名　　前

ご自分の
①郵便番号
②住　　所
③名　　前

出　演

※予選の「観覧」には事前のお申し込
みは不要ですが、混雑状況により入場
を制限する場合があります。



お 知 ら せ

　身体障害者手帳などをお持ちの方で、基準に該当
する方には、軽自動車税の減免制度があります。新
規に減免を希望される方はお問い合わせください。
◆申請締切▷4月23日（火）
◇問合先／市民部税務課　☎ 24-2222 内線132

軽自動車税の減免

　市では、ひとり親家庭の保護者の方に児童福祉金を
支給しています。
◆対象者▷平成25年 4月に小学校または中学校に入
学する児童生徒と生計を共にしている保護者の方
◆支給額▷35,000円
◆申請期限▷4月19日（金）
◆申請方法▷児童福祉課または各地域振興事務所福
祉係へ、印鑑・通帳を持参の上、手続きください。
◇問合先／福祉部児童福祉課　☎ 52-2882 内線 613

児童福祉給付金

◆特別児童扶養手当
身体や精神に中程度以上の障がいがある20 歳未満
の在宅の方を、養育している方に支給されます。
　１級月額 50,400 円　　２級月額 33,570 円　
◆障害児福祉手当
身体や精神に重度の障がいがあるため、日常生活
で常時介護を必要とする20 歳未満の方が在宅して
いる場合に本人に支給されます。
　月額 14,280 円
◆特別障害者手当
重度の障がいが 2 つ以上重複する場合、または同
程度の著しく重度の障がいの状態にあるため、日常
生活で常時特別の介護を必要とする20 歳以上の方
が在宅している場合に本人に支給されます。
　月額 26,260 円
※所得や年金受給、施設入所等の審査により手当が支給
　されない場合があります。

◇問合先／福祉部社会福祉課　☎ 52-3936 内線 602

福祉手当制度のお知らせ

　誰でもなりうる脳の病気「認知症」について、正
しい知識と具体的な対応方法を学んでみませんか。
申込不要です。皆さん、ぜひご参加ください。
◆会場・開催日時・場所

◇問合先／福祉部包括支援課　☎ 53-2100 内線 633 

認知症について学びませんか

４月６日～15 日　 平成 25 年春の全国交通安全運動

地域ぐるみで守ろう　
　　　　子どもとお年寄り
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福祉医療費助成制度を拡充

高校生通学バス補助制度

　民間路線バスで通学する高校生に定期代の一部を
補助します。各振興事務所に備え付けの申請書に記
入・押印の上、定期券と領収書の写しを添えて提出
してください。
◆補助額　定期券購入金額から、下表の控除額を差
し引いた残額の２分の１（１００円未満は切り捨て）

※げろバスの定期券は対象になりません。
※補助金額については生徒１人当たり年間 10 万円
を限度とします。また、購入金額が控除額を下回る
場合は、補助対象となりません。
◇問合先／経営管理部地域振興課 ☎24-2222 内線254

対象区分 １カ月あたり控除額

市内の高校等への通学 ７，４００円　

市外の高校等への通学 １１，２００円　

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
、
支
え
あ
い
の
地
域
社
会

　平成 25 年 6 月 1 日から、中学生と療育手帳
B ２所持者の福祉医療費助成制度が改正され、
入院・外来診療費が全額助成対象となります。
※助成の対象となるのは６月１日以降の診療分からです。

●中学生の福祉医療費助成
入院・外来診療費ともに保険内診療自己負担分を全額
助成します。（※平成 25 年 4 月時点で 0歳～小学校 6年生

までのお子さんについては、今回の改正に伴う手続きは不要

です。現在お持ちの受給者証をお使いください。）

●療育手帳 B ２所持者への助成
入院・外来診療費ともに保険内診療自己負担分を全額
助成します。（※ただし、本人・家族の所得状況によっ
ては助成されない場合があります。）
●助成を受けるために・・・
対象者には５月中に手続きについてご案内します。
◆問合先　市民部市民課　☎ 24-2222（内線 116）

地　域 　　　　 日　　時 　　場　所
小坂会場 ４月16 日（火）19:00〜20:30 きこりセンター
金山会場 ４月23日（火）13:30〜15:00 金山市民会館
下呂会場 ４月26日（金）19:00〜20:30 下呂市民会館
萩原会場 ５月   8日（水）13:30〜15:00 星雲会館
馬瀬会場 ５月10 日（金）13:30 〜15:00 馬瀬中央公民館

　市が開催する「脳の健康教室」の会場で、ごく簡
単な読み書き計算の学習のお手伝いをしていただけ
る方を募集します。
◆対象者：おおむね 60 歳までの方
◆活動内容：会場準備、採点、参加者との交流など、
１回につき謝礼１千円（6月～ 11 月に全 24 回、毎
週火曜日の午前中、萩原会場は星雲会館、金山会場
は健康館で開催）詳細はお問い合わせください。
◇問合先／福祉部包括支援課　☎ 53-2100 内線 633 

健康教室サポーターを募集します

　４月から障害者自立支援法が「障害者の日常生活
及び社会生活を総合的に支援するための法律（障害
者総合支援法）」に改正され、障がい者の範囲に難
病を持つ方（対象 130 疾病）が加わります。
　対象の方は、身体障害者手帳の所持の有無に関
わらず、必要と認められた障がい福祉サービス等の
受給が可能となります。詳細な手続き方法などにつ
いては、お気軽にお問い合わせください。
◇問合先／福祉部社会福祉課 ☎ 52-3936 内線 602

障害者総合支援法が施行されます

助産師・看護師の修学等資金貸付

◆対象者：助産師や看護師の学校等に在学中の学生で、
将来、市立金山病院・市立小坂診療所・県立下呂温泉
病院に従事する意思があり、学校長等が推薦する者
◆貸付期間・金額等：学校等正規の修学期間、月額 7万円
◆償還の免除：看護師等免許を取得後、直ちに対象
病院で業務に従事し、貸付を受けた期間の 2分の 3
に相当する期間に達した場合は償還を免除
◆申込期限：5 月 10 日（金）
※詳細は下記までお問い合わせください。
◇問合先／健康医療部医療対策課　☎ 53-2101

購入・導入費用を補助します。

１. 電気式生ごみ処理機
　補助額　事業費の１／２（上限 2万円）
２.住宅用太陽熱利用システム（集熱・貯湯式温水器）
　補助額　事業費の１／３（上限 5万円）
３. 住宅用太陽光発電システム
　補助額　発電能力1kwあたり2万円（上限8万円）
　
※２. ３は、工事着工 15 日前までに申請が必要です。
　工事を予定される方は、お早めにご相談ください。

◇問合先／環境部環境課　☎ 26-5011 
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ら
せ

種別 団地名 住戸番号 構造・階数 間取り 家賃（円） 建設年度 住所

特公賃 井尻団地 ２０５号 中層耐火3階 3DK 34,000～48,000 H７ 金山町金山

４月募集住宅 ◆募集期間▷４月１日～２５日まで　◆入居予定日▷６月１日
◇問合先／建設部建築課 ☎ 52-2000  内線 218

13 GERO 2013. 4

下呂市メール配信サービス 登録受付中！

　農業振興地域（農振）の農用地区域に
設定されている農地は、農業の発展に必
要な措置が集中的に行われており、いろ
いろな制約があります。
　たとえ自分の土地でも農地を他の目的
に転用する場合には、所定の手続きが必
要で、まずはじめに農用地区域から除外
（農振除外）しなければなりません。許可
なく転用すると法により罰せられます。

●除外地申請受付締切
　５月 31 日（金）[ 期限厳守 ]
●問合せ・申請書提出先
　農林部農務課
　ダイヤルイン  ☎ 52-1965
　（☎ 52-2000・内線 414）
　または各振興事務所地域振興課

手続きの例：農地を宅地に転用する場合

①農振除外申請
　　↓
②市役所受付
　　↓
③農振協議会協議
　　↓
④県の現地調査
　　↓
⑤認可通知

⑥農地転用申請
　　↓
⑦農業委員会協議
　　↓
⑧県協議・許可

⑨宅地造成
　　↓
⑩登記申請
　　↓
⑪登記完了

登

　
　記

農
振
除
外

農
地
転
用

申請締切から認可ま
でに

約12カ月かかりま
す

申請から認可までに
約２カ月かかります

地
域
の
た
め
に
自
分
た
ち
で
で
き
る
こ
と
は
何
か
考
え
て
み
ま
し
ょ
う

農振除外の申請書は５月31日までに提出を農振除外の申請書は５月31日までに提出を
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10:00 ～ 12:00 当館多目的室

４月の行事 ５月の行事

飛 騨 川 流 域 の 今 昔 物 語 Part1

展示・講座・イベント

　小坂から金山まで、下呂市の中心を流れる飛騨川 ( 益田川）

流域には多くの歴史が今日まで積み重なっています。

　今回のパート１では、「飛騨川」の土木工事の歴史の中で

も橋、ダム、道、木材流送施設を中心に、江戸時代から大

正時代の資料を展示します。

日付

▲展示・講座・イベントの詳細はお問い合わせください

開催期間／ ( 前期展 ) ４月２１日（日）まで　
会　　場／下呂ふるさと歴史記念館特別展示室
開館時間／午前９時～午後４時 30 分最終ご入場
観 覧 料／無　料　※５／ 11 ～７／７まで後期展開催

６（土）

７（日）

13（土）

14（日）

20（土）

21（日）

27（土）

28（日）

春の企画展（前期）

「飛騨川流域の今昔物語 Part1」

　
　　　

　             
　　　　　
第13号

講 座・ イ ベ ン ト講 座・ イ ベ ン ト 展 示展 示 日付

春 の 企 画 展

製作体験 ｢縄文体験」

縄文体験には受付時間帯と各回定員がございます。事前に利用

状況をお問い合わせ頂けますと、スムーズにご案内ができます。

土日祝日に実施中

【展示資料について】
　明治 28 年の旧浅水橋の設計図、大正 11 年に飛騨川筋に
建設された「瀬戸ダム」の写真、大正 11 年の萩原市街地地
図、益田街道開削絵図、飛州下原中綱場絵図を展示します。
※右写真と図面にお心当たりのある方はご連絡下さい

４（土）

５（日）

11（土）

12（日）

18（土）

19（日）

25（土）

26（日）

製作体験 ｢縄文体験」

土日祝日に実施中

古 代 製 作 体 験 ｢ 縄 文 体 験 ｣ 実 施 中 で す

　一番の人気「古代アクセサリー」は勾玉ペンダントを製作。
また、オリジナルの製作道具を使う土製品やミニチュア土
器製作も人気です ( ４月から体験料を 250 円～ 350 円値上
げさせて頂いております )。実施日はお問い合わせ下さい。

会期：４月 21 日まで

写真：東上田瀬戸ダム建設時写真

写真：明治時代の浅水橋設計図

2013.4.1

古代製作体験展示

「昔の土器や石器の作り方」

古代製作体験展示

「昔の土器や石器の作り方」

－ 土 木 工 事 編 －

春の企画展（後期）

「飛騨川流域の今昔物語 Part1」

5/6 まで

7/7 まで

●週刊まめなかな（毎週水曜日更新）
　季節の話題、スポーツ、展示会から学校の行事まで、
市内の話題が満載の市民のための情報番組です。
朝７時から２時間おきに１日９回放送します。

〈４月のコーナー〉
4/17 ～ 4/23  防災しっとく！
　　今までに発生した自然災害の被害状況や
　　防災対策などを紹介します。

4/24 ～ 4/30　アクティブタイム
　  下呂交流会館アクティブからイベント情
　　報などをお伝えします。

＜再放送　特別企画＞
　　平成２４年度にお送りした「なかよし保
　　育園」と「下呂市小学校リレー訪問」を
　　再放送します。放送日程は下記のとおりです。
4/3 ～ 4/9　　 金山保育園年少児
4/10 ～ 4/16　わかば保育園年少児
4/17 ～ 4/23　菅田小学校
4/24 ～ 4/30　中原小学校

チャンネル下呂　特別番組アンコール　「鳳凰座歌舞伎 定期公演」
　５月３日と４日に下呂市御厩野の鳳凰座で定期
　公演が行われます。これに先駆けて昨年の７月
　に放映した特別番組をアンコール放送します。
4/6（土）7（日）13（土）14（日） 
20（土）21（日）27（土）28（日）
※全演目のうち、土曜日に半分、日曜日に残りを放送
します。いずれの放送時間も 14 時～ 17 時

●下呂へ GO ！（毎月１日更新）

下呂市の魅力をお届け！オススメのグルメスポット、
観光スポットを紹介します。

●防災情報番組
みなさんに役立つ防災情報を提供します。
今回は、「あなたの勇気が、命を救う」を放送します。

★情報提供はこちらへ★
下呂ネットサービス  FAX   34-0701

ハガキ 金山振興事務所内 CCN（株）
メール  chgero@ccn-catv.co.jp

 HP http://geronet.info/chgero/
※いずれの場合もお名前と連絡先を必ずご記入ください。
※情報提供にかかる個人情報は、目的以外には使用しません。

15 GERO 2013. 4

市役所庁舎　（下呂）☎24-2222　（萩原）☎52-2000
振興事務所　（小坂）☎62-3111　（金山）☎32-2201　（馬瀬）☎47-2111　教育委員会　☎52-2900☎

HV

HV

HV

HV　はハイビジョン放送です

チャンネル下呂
３月の番組表

チャンネル下呂
４月の番組表

HV

HV

HV

HV

HV

HV

HV

HV

HV   

HV

HV

HV

HV

チャンネル下呂の番号
    ◆地上デジタル放送
　市内全地域…12

時 分 番組名

7
0    週刊まめなかな・テレビ回覧板

45 下呂へ GO! 

8
0 もっと！週刊まめなかな

30 下呂観光番組

9
0    週刊まめなかな・テレビ回覧板

45 岐阜県情報 

10 0 サイエンスチャンネル

11
0    週刊まめなかな・テレビ回覧板

45 多チャンネルのご案内

12
0 もっと！週刊まめなかな

30 岐阜県情報

13
0    週刊まめなかな・テレビ回覧板

45 下呂へ GO! 

14 0 チャンネル下呂インフォメーション

15
0    週刊まめなかな・テレビ回覧板

45 チャンネル下呂インフォメーション

16
0 もっと！週刊まめなかな

30 防災情報

17
0    週刊まめなかな・テレビ回覧板

45 岐阜県情報

18 0 サイエンスチャンネル

19
0    週刊まめなかな・テレビ回覧板

45 下呂へＧＯ！

20
0 もっと！週刊まめなかな

30 下呂観光番組 

21
0    週刊まめなかな・テレビ回覧板

45 岐阜県情報

22 0 サイエンスチャンネル

23
0    週刊まめなかな・テレビ回覧板

45 多チャンネルのご案内 

0～6 0 お買物情報
下呂市森 854 番地（ＮＴＴ下呂ビル）
☎ 25-3336　http://geronet.info/ 

問合先

下呂ネットサービス
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ら
生
後
５

か
月
～
８
か
月
未
満
に
変
更
さ
れ
ま
す
。
既
に

予
診
票
を
配
布
済
み
の
方
で
必
要
な
方
に
は
、

個
別
で
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

●
子
宮
頸
が
ん
、
ヒ
ブ
、
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク

チ
ン
が
定
期
予
防
接
種
化
さ
れ
る
予
定
で
す
。

・
こ
れ
ま
で
任
意
接
種
だ
っ
た
子
宮
頸
が
ん
、
ヒ

ブ
、
小
児
用
肺
炎
球
菌
の
３
つ
の
ワ
ク
チ
ン
が

平
成
25
年
度
か
ら
定
期
の
予
防
接
種
に
加
わ

る
予
定
で
す
（
国
会
で
審
議
中
の
た
め
実
施
時

期
・
内
容
等
詳
細
は
現
時
点
で
未
定
で
す
）

●
任
意
の
予
防
接
種
に
助
成
す
る
「
子
育
て
支
援

予
防
接
種
」
の
申
請
が
変
わ
り
ま
す
。

・
こ
れ
ま
で
は
各
保
健
セ
ン
タ
ー
で
申
請
書
を
記

入
し
、
予
診
票
の
交
付
を
受
け
て
か
ら
医
療
機

関
で
接
種
を
受
け
る
方
法
で
し
た
が
、
４
月
以

降
は
予
約
を
し
た
医
療
機
関
へ
直
接
行
き
、
そ

の
場
で
予
診
票
と
兼
ね
た
申
請
書
を
記
入
し

て
問
題
が
無
け
れ
ば
接
種
を
受
け
る
方
法
に

変
更
し
ま
す
。
保
健
セ
ン
タ
ー
に
出
向
く
必
要

が
無
く
な
り
ま
す
の
で
、
お
間
違
え
の
な
い
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
子
育
て
支
援
予
防
接
種
の
概
要
】

１
．
水
痘
　
１
歳
～
４
歳
未
満
児
に
対
し
て

１
回
あ
た
り
３
５
０
０
円
助
成
　
＊
１

２
．
お
た
ふ
く
か
ぜ
　
１
歳
～
４
歳
未
満
児
に
対

し
て
１
回
あ
た
り
２
５
０
０
円
助
成
　
＊
１

３
．
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
　
妊
婦
、
生
後
６
か

月
～
中
学
３
年
生
に
対
し
て
１
回
あ
た

り
２
１
０
０
円
助
成
　
＊
２

＊
１
　
お
１
人
１
回
に
限
り
の
助
成

＊
２
　
妊
婦
、
13
歳
以
上
は
１
回
分
助
成

　
　
　
13
歳
未
満
は
２
回
分
助
成

　
現
在
、
予
防
接
種
法
で
定
め
ら
れ
た
定
期
の

予
防
接
種
は
、三
種
混
合（
百
日
咳
・
ジ
フ
テ
リ
ア
・

破
傷
風
）、
二
種
混
合
（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
）、

四
種
混
合
（
三
種
混
合
＋
不
活
化
ポ
リ
オ
）、
不

活
化
ポ
リ
オ
、
Ｍ
Ｒ
（
は
し
か
・
風
し
ん
）
日
本

脳
炎
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
（
結
核
）
が
あ
り
ま
す
。
対
象
年

齢
内
は
無
料
で
す
。
こ
れ
に
加
え
、
今
年
は
次
の

よ
う
に
定
期
予
防
接
種
が
変
わ
り
ま
す
。

【
予
防
接
種
に
つ
い
て
４
月
か
ら
の
変
更
点
】

●
日
本
脳
炎
の
対
象
年
齢
が
一
部
変
更
に
な
り
ま
す
。

・
平
成
17
年
か
ら
の
日
本
脳
炎
予
防
接
種
の
見

合
わ
せ
に
よ
り
接
種
で
き
な
か
っ
た
特
例
措

置
対
象
の
範
囲
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。（
平
成

７
年
４
月
２
日
～
平
成
７
年
５
月
31
日
生
ま

れ
が
対
象
に
加
わ
り
ま
す
）

◎
３
歳
～
小
学
３
年
生
以
下
の
お
子
さ
ん･･･
１

回
目
、
２
回
目
、
追
加
の
計
３
回
接
種
（
１
期
）

◎
小
学
４
年
生
以
上
20
歳
未
満
の
お
子
さ
ん･･･

１
期
終
了
後
、
２
期
の
接
種
（
１
回
）

と
い
う
内
容
で
定
期
予
防
接
種
が
受
け
ら
れ
ま
す

の
で
、
接
種
歴
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
な
お
対
象
者
の
う
ち
、
今
年
度
は
２
期
の
積
極

的
勧
奨
と
な
る
小
学
４
年
生
、
高
校
３
年
生
相
当

の
方
に
つ
い
て
は
個
別
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
こ
ど
も
の
健
康
を
お
び
や
か
す
感
染
症
は
、

予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
で
予
防
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
対
象
と
な
る
方
は
標
準
的
な
接
種

期
間
に
接
種
を
受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

定
期
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
！
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下
呂
市
森
８
０
１
‐
10（
下
呂
市
民
会
館
内
）

　
24
‐
１
２
０
０

　診
療
科
目

　　内
科
、
小
児
科
（
急
病
患

者
に
限
り
ま
す
）

　診
療
日
　
　

日
曜
、
祝
日
、
年
末
年
始

　診
療
時
間
　

　
午
前
９
時
～
午
後
３
時

※
事
前
に
電
話
を
し
て
か
ら
お
越
し
く
だ

さ
い
。（
予
約
は
で
き
ま
せ
ん
）

※
受
診
の
際
は
、
必
ず
保
険
証
や
お
薬
手

帳
（
あ
る
場
合
）
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
急
病
患
者
専
用
の
た
め
、
平
常
継
続
し

て
受
け
て
い
る
治
療
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

4
・
5
月
の
担
当
医

4月
7
日
（
日
）
阿
部
親
司
（
阿
部
医
院
）

14
日
（
日
）
中
田
宗
彦
（
中
田
医
院
）

21
日
（
日
）
二
村

　克
（
二
村
医
院
）

28
日
（
日
）
小
林
源
博
（
こ
ば
や
し
整
形
外
科
）

29
日
（

　）
村
瀬
寛
紀
（
村
瀬
眼
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

5月
3
日
（

　）
今
井
直
人
（
花
田
医
院
）

4
日
（

　）
黒
木
尚
之
（
黒
木
医
院
）

5
日
（

　）
大
林
秀
成
（
萩
原
北
醫
院
）

6
日
（

　）
阿
部
親
司
（
阿
部
医
院
）

12
日
（
日
）
奥
村
昇
司
（
お
く
む
ら
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

19
日
（
日
）
近
藤
靖
士
（
近
藤
医
院
）

26
日
（
日
）
細
江
昭
比
古
（
市
立
中
原
診
療
所
）

※
都
合
に
よ
り
担
当
医
が
変
わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

※休日診療所の担当医は、地上デジタル放送ぎふチャン（8ch）のデータ放送でもご覧いただけます。

月
・祝

定期の予防接種

月
・祝

日
・祝

土
・祝

金
・祝

　 接種名 標準的な接種期間 回数
　四種混合 （１期初回）生後３ヶ月～１２ヶ月未満 ３
 （１期追加）初回接種後、１２ヶ月～１８ヶ月の間 １
　二種混合 （２期）小学６年生 １
　　ＭＲ （１期）生後１２カ月～２４ヶ月未満 １
（麻しん風しん） （２期）保育園年長児 １
　日本脳炎 （１期）３歳～４歳 ２
※詳しい対象者 （１期追加）４歳～５歳 １
　は本文参照 （２期）小学４年生 １
　 ＢＣＧ 生後５ヶ月～８ヶ月未満 １
　　ヒブ 接種開始が生後２ヶ月～７ヶ月未満 

４ 7 ヶ月以上 5歳未満は月齢により回数が異なります。

小児用肺炎球菌 接種開始が生後２ヶ月～７ヶ月未満 
４ 7 ヶ月以上 5歳未満は月齢により回数が異なります。

　子宮頸がん 中学１年生～高校１年生相当の年齢の女子 ３
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　「
栄
養
教
室
」
で
食
生
活
に
つ
い
て
学

び
「
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
」
に
入
会
し
ま
せ
ん

か
。

　「
栄
養
教
室
」
は
概
ね
65
歳
以
下
の
方

（
男
女
問
わ
ず
）
を
対
象
に
、
子
ど
も
の

食
育
や
生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
の
食
生

活
、
健
康
等
に
関
す
る
学
習
会
及
び
調
理

実
習
を
行
い
ま
す
。

 

一
年
間
の
教
室
終
了
後
は
下
呂
市
ヘ
ル

ス
メ
イ
ト
（
食
生
活
改
善
推
進
員
）
と
し

て
地
域
の
健
康
づ
く
り
や
食
の
知
識
を
普

及
す
る
活
動
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

●
期
間
・
時
間･･･

５
月
か
ら
２
月

（
７
、８
月
を
除
く
）
ま
で
の
計
８
回
。

９
時
30
分
～
13
時

●
会
場･･･

金
山
保
健
セ
ン
タ
ー

●
募
集
人
員･･･

20
名

●
参
加
料･･･

年
間
２
０
０
０
円

●
そ
の
他･･･

託
児
あ
り

●
申
込
期
限･･･

４
月
26
日
（
金
）

●
申
込
・
問
合
先･･･

健
康
課

　
☎
53
・
２
１
０
１
（
内
線
６
２
４
）

　
こ
れ
ま
で
定
期
の
予
防
接
種
は
、
居
住

す
る
（
住
民
票
の
あ
る
）
市
町
村
内
の
医

療
機
関
で
行
う
こ
と
が
原
則
で
し
た
が
、

４
月
か
ら
は
住
ん
で
い
る
市
町
村
以
外
に

か
か
り
つ
け
医
が
い
る
場
合
等
、
や
む
を

得
な
い
事
情
が
あ
る
場
合
に
限
り
、
市
外

の
か
か
り
つ
け
医
で
定
期
の
予
防
接
種
を

受
け
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
希
望

さ
れ
る
場
合
は
、
事
前
に
各
保
健
セ
ン

タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
人
間
関
係
の
不
安
や
悩
み
が
あ
る
・
ひ

き
こ
も
り
で
悩
ん
で
い
る
・
ア
ル
コ
ー
ル

の
事
で
悩
ん
で
い
る
・
高
齢
者
の
行
動
で

気
に
な
る
事
が
あ
る—

こ
ん
な
時
、
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
専
門
医
・
保
健
師

に
よ
る
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
事
前
の

電
話
予
約
が
必
要
で
す
。

◎
４
月
～
５
月
の
日
程

●
４
月
23
日
（
火
）

　
下
呂
総
合
庁
舎
（
萩
原
町
羽
根
）

●
５
月
28
日
（
火
）

　
下
呂
保
健
セ
ン
タ
ー

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
２
時
～

　
４
時
ま
で

●
予
約
・
お
問
合
わ
せ

　
飛
騨
保
健
所
　
健
康
増
進
課
　

　
☎
０
５
７
７
・
33
・
１
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
内
線
３
１
１
）

栄
養
教
室
受
講
生
の
募
集

心
の
健
康
相
談

定
期
予
防
接
種
の
広
域
化
事
業
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　始
ま
り
ま
す
。

乳がん検診に向けて

　
世
界
で
最
も
死
亡
数
の
多
い
女
性
の
が
ん
は
、

乳
が
ん
で
す
。
日
本
で
も
、
女
性
が
罹
る
が
ん
で

最
も
多
い
の
は
乳
が
ん
で
、
現
在
で
は
十
八
人
に

一
人
は
乳
が
ん
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

◎
乳
が
ん
に
な
る
と
生
活
に
大
き
な
影
響
が

私
は
、
乳
が
ん
は
社
会
に
最
も
大
き
な
影
響
を
与
え

る
が
ん
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、

日
本
女
性
の
乳
が
ん
の
発
見
年
齢
が
、
四
十
歳
代
後

半
か
ら
五
十
歳
代
前
半
に
ピ
ー
ク
が
あ
る
か
ら
で

す
。
こ
の
年
齢
層
は
、
家
庭
で
も
社
会
で
も
重
要
な

立
場
に
あ
り
ま
す
。
治
療
に
お
い
て
も
、
乳
が
ん
は

ほ
か
の
が
ん
と
比
べ
て
長
期
の
経
過
観
察
が
必
要
で

す
。
抗
が
ん
剤
治
療
が
必
要
な
場
合
、
現
在
標
準
と

な
っ
て
い
る
治
療
に
は
、
多
額
の
費
用
が
か
か
り
ま

す
。
ま
た
、
教
育
費
な
ど
、
子
育
て
で
出
費
の
多

い
家
庭
を
襲
う
が
ん
で
も
あ
る
か
ら
こ
そ
、
し
っ

か
り
と
し
た
対
策
が
必
要
で
す
。
　

◎
が
ん
の
治
療
は
近
く
の
病
院
で

生
活
に
与
え
る
影
響
を
で
き
る
か
ぎ
り
少
な
く
す

る
た
め
に
は
、
早
期
発
見
と
、
住
居
に
近
い
病
院

で
の
治
療
が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。
二
人
に
一

人
が
、
が
ん
に
な
る
と
い
わ
れ
る
今
日
、
金
山
病

院
で
は
、
が
ん
の
治
療
は
生
活
を
支
え
る
た
め
に

近
く
の
病
院
で
行
う
べ
き
で
あ
る
と
の
方
針
で
、

乳
が
ん
診
療
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

◎
乳
が
ん
早
期
発
見
は
自
己
検
診
と
乳
が
ん
検
診

乳
が
ん
の
早
期
発
見
に
は
、
自
己
検
診
と
乳
が
ん

検
診
を
受
け
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
は
言
う

ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
私
は
、
約
四
十
年
間
乳
が

ん
の
診
療
、
研
究
を
行
っ
て
き
た
経
験
か
ら
、
乳

が
ん
の
診
断
に
は
Ｕ
Ｓ
（
超
音
波
・
エ
コ
ー)

診

断
と
Ｍ
Ｍ
Ｇ
（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
）
診
断
が
欠

か
せ
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
現
在
、
行
政
で
は

ク
ー
ポ
ン
券
に
よ
る
検
診
を
推
進
し
て
い
ま
す
が
、

費
用
や
設
備
の
関
係
で
、
二
年
に
一
回
Ｍ
Ｍ
Ｇ
か

Ｕ
Ｓ
の
ど
ち
ら
か
一
方
の
検
査
を
受
け
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
ど
ち
ら
か
一
方
で
も
受
け
な
い

よ
り
受
け
た
方
が
良
い
と
い
う
考
え
方
で
す
。

◎
Ｍ
Ｍ
Ｇ
か
Ｕ
Ｓ
か

Ｍ
Ｍ
Ｇ
で
異
常
な
け
れ
ば
安
心
と
い
う
わ
け
に
は

い
き
ま
せ
ん
。
日
本
で
は
、
乳
が
ん
が
発
見
さ
れ

や
す
い
年
代
の
乳
房
は
、
Ｍ
Ｍ
Ｇ
で
は
判
断
が
困

難
な
こ
と
が
多
く
見
落
と
し
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ

は
、
Ｍ
Ｍ
Ｇ
は
乳
房
の
中
の
構
造
を
全
て
影
と
し

て
映
し
出
し
、
そ
の
重
な
り
を
見
て
い
る
か
ら
で

す
。
Ｕ
Ｓ
で
は
乳
房
の
断
面
を
見
て
い
ま
す
。
し

こ
り
が
は
っ
き
り
わ
か
る
の
は
言
う
ま
で
も
あ
り

ま
せ
ん
。
Ｕ
Ｓ
に
も
弱
点
は
あ
り
ま
す
。
頻
度
は

少
な
い
の
で
す
が
、
し
こ
り
を
つ
く
っ
て
こ
な
い

微
少
な
石
灰
化
像
の
み
で
、
Ｍ
Ｍ
Ｇ
で
発
見
で
き

る
乳
が
ん
も
あ
り
ま
す
。万
全
を
期
す
た
め
に
は
、

Ｍ
Ｍ
Ｇ
・
Ｕ
Ｓ
両
方
の
検
査
を
受
け
る
こ
と
で
す
。

◎
少
し
で
も
異
常
を
感
じ
た
ら
受
診
を

異
常
を
感
じ
て
か
ら
検
診
を
受
け
た
り
、
ク
ー
ポ
ン

券
を
持
っ
て
病
院
を
受
診
さ
れ
る
方
が
お
ら
れ
ま

す
が
、
こ
れ
は
間
違
い
で
す
。
検
診
は
、
乳
房
に
異

常
を
感
じ
な
い
人
が
自
費
で（
ク
ー
ポ
ン
券
を
使
っ
て
）

受
け
る
も
の
で
す
。
検
診
で
は
、
Ｍ
Ｍ
Ｇ
か
Ｕ
Ｓ

の
ど
ち
ら
か
一
方
の
み
の
検
査
と
な
り
ま
す
。
ク
ー

ポ
ン
券
と
医
療
保
険
を
同
時
に
使
う
こ
と
は
、
法
律

で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
少
し
で
も
異
常
を
感
じ
た

ら
、
保
険
証
を
持
っ
て
病
院
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　
下
呂
市
立
金
山
病
院
　
院
長
　
古
田
智
彦

※
金
山
病
院
で
は
、
医
師
・
看
護
師
の
募
集
を
し

て
お
り
ま
す
。
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
金
山
病

院
事
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

４
月
～
５
月
の
エ
イ
ズ
・
ウ
イ
ル
ス
肝
炎
に
関
す
る
相
談
・
検
査

実
施
日
：
４
月
４
日
㈭
、
４
月
18
日
㈭
、
５
月
２
日
㈭
、
５
月
16
日
㈭
　
※
検
査
や
相
談
は
匿
名
・
無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す
。
実
施
日
前
日
の
17
時
ま
で
に
電
話
予
約
が
必
要
で
す
。

場
所
：
飛
騨
総
合
庁
舎
１
階
　
飛
騨
保
健
所
　
受
付
・
待
合
室
　
　
申
込
・
問
合
せ
先
：
飛
騨
保
健
所
　
健
康
増
進
課
☎
０
５
７
７
・
33
・
１
１
１
１
（
内
線
３
０
９
、３
１
０
）
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　「
栄
養
教
室
」
で
食
生
活
に
つ
い
て
学

び
「
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
」
に
入
会
し
ま
せ
ん

か
。

　「
栄
養
教
室
」
は
概
ね
65
歳
以
下
の
方

（
男
女
問
わ
ず
）
を
対
象
に
、
子
ど
も
の

食
育
や
生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
の
食
生

活
、
健
康
等
に
関
す
る
学
習
会
及
び
調
理

実
習
を
行
い
ま
す
。

 

一
年
間
の
教
室
終
了
後
は
下
呂
市
ヘ
ル

ス
メ
イ
ト
（
食
生
活
改
善
推
進
員
）
と
し

て
地
域
の
健
康
づ
く
り
や
食
の
知
識
を
普

及
す
る
活
動
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

●
期
間
・
時
間･･･

５
月
か
ら
２
月

（
７
、８
月
を
除
く
）
ま
で
の
計
８
回
。

９
時
30
分
～
13
時

●
会
場･･･

金
山
保
健
セ
ン
タ
ー

●
募
集
人
員･･･

20
名

●
参
加
料･･･

年
間
２
０
０
０
円

●
そ
の
他･･･

託
児
あ
り

●
申
込
期
限･･･

４
月
26
日
（
金
）

●
申
込
・
問
合
先･･･

健
康
課

　
☎
53
・
２
１
０
１
（
内
線
６
２
４
）

　
こ
れ
ま
で
定
期
の
予
防
接
種
は
、
居
住

す
る
（
住
民
票
の
あ
る
）
市
町
村
内
の
医

療
機
関
で
行
う
こ
と
が
原
則
で
し
た
が
、

４
月
か
ら
は
住
ん
で
い
る
市
町
村
以
外
に

か
か
り
つ
け
医
が
い
る
場
合
等
、
や
む
を

得
な
い
事
情
が
あ
る
場
合
に
限
り
、
市
外

の
か
か
り
つ
け
医
で
定
期
の
予
防
接
種
を

受
け
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
希
望

さ
れ
る
場
合
は
、
事
前
に
各
保
健
セ
ン

タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
人
間
関
係
の
不
安
や
悩
み
が
あ
る
・
ひ

き
こ
も
り
で
悩
ん
で
い
る
・
ア
ル
コ
ー
ル

の
事
で
悩
ん
で
い
る
・
高
齢
者
の
行
動
で

気
に
な
る
事
が
あ
る—

こ
ん
な
時
、
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
専
門
医
・
保
健
師

に
よ
る
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
事
前
の

電
話
予
約
が
必
要
で
す
。

◎
４
月
～
５
月
の
日
程

●
４
月
23
日
（
火
）

　
下
呂
総
合
庁
舎
（
萩
原
町
羽
根
）

●
５
月
28
日
（
火
）

　
下
呂
保
健
セ
ン
タ
ー

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
２
時
～

　
４
時
ま
で

●
予
約
・
お
問
合
わ
せ

　
飛
騨
保
健
所
　
健
康
増
進
課
　

　
☎
０
５
７
７
・
33
・
１
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
内
線
３
１
１
）

栄
養
教
室
受
講
生
の
募
集

心
の
健
康
相
談

定
期
予
防
接
種
の
広
域
化
事
業
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　始
ま
り
ま
す
。

乳がん検診に向けて

　
世
界
で
最
も
死
亡
数
の
多
い
女
性
の
が
ん
は
、

乳
が
ん
で
す
。
日
本
で
も
、
女
性
が
罹
る
が
ん
で

最
も
多
い
の
は
乳
が
ん
で
、
現
在
で
は
十
八
人
に

一
人
は
乳
が
ん
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

◎
乳
が
ん
に
な
る
と
生
活
に
大
き
な
影
響
が

私
は
、
乳
が
ん
は
社
会
に
最
も
大
き
な
影
響
を
与
え

る
が
ん
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、

日
本
女
性
の
乳
が
ん
の
発
見
年
齢
が
、
四
十
歳
代
後

半
か
ら
五
十
歳
代
前
半
に
ピ
ー
ク
が
あ
る
か
ら
で

す
。
こ
の
年
齢
層
は
、
家
庭
で
も
社
会
で
も
重
要
な

立
場
に
あ
り
ま
す
。
治
療
に
お
い
て
も
、
乳
が
ん
は

ほ
か
の
が
ん
と
比
べ
て
長
期
の
経
過
観
察
が
必
要
で

す
。
抗
が
ん
剤
治
療
が
必
要
な
場
合
、
現
在
標
準
と

な
っ
て
い
る
治
療
に
は
、
多
額
の
費
用
が
か
か
り
ま

す
。
ま
た
、
教
育
費
な
ど
、
子
育
て
で
出
費
の
多

い
家
庭
を
襲
う
が
ん
で
も
あ
る
か
ら
こ
そ
、
し
っ

か
り
と
し
た
対
策
が
必
要
で
す
。
　

◎
が
ん
の
治
療
は
近
く
の
病
院
で

生
活
に
与
え
る
影
響
を
で
き
る
か
ぎ
り
少
な
く
す

る
た
め
に
は
、
早
期
発
見
と
、
住
居
に
近
い
病
院

で
の
治
療
が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。
二
人
に
一

人
が
、
が
ん
に
な
る
と
い
わ
れ
る
今
日
、
金
山
病

院
で
は
、
が
ん
の
治
療
は
生
活
を
支
え
る
た
め
に

近
く
の
病
院
で
行
う
べ
き
で
あ
る
と
の
方
針
で
、

乳
が
ん
診
療
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

◎
乳
が
ん
早
期
発
見
は
自
己
検
診
と
乳
が
ん
検
診

乳
が
ん
の
早
期
発
見
に
は
、
自
己
検
診
と
乳
が
ん

検
診
を
受
け
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
は
言
う

ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
私
は
、
約
四
十
年
間
乳
が

ん
の
診
療
、
研
究
を
行
っ
て
き
た
経
験
か
ら
、
乳

が
ん
の
診
断
に
は
Ｕ
Ｓ
（
超
音
波
・
エ
コ
ー)

診

断
と
Ｍ
Ｍ
Ｇ
（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
）
診
断
が
欠

か
せ
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
現
在
、
行
政
で
は

ク
ー
ポ
ン
券
に
よ
る
検
診
を
推
進
し
て
い
ま
す
が
、

費
用
や
設
備
の
関
係
で
、
二
年
に
一
回
Ｍ
Ｍ
Ｇ
か

Ｕ
Ｓ
の
ど
ち
ら
か
一
方
の
検
査
を
受
け
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
ど
ち
ら
か
一
方
で
も
受
け
な
い

よ
り
受
け
た
方
が
良
い
と
い
う
考
え
方
で
す
。

◎
Ｍ
Ｍ
Ｇ
か
Ｕ
Ｓ
か

Ｍ
Ｍ
Ｇ
で
異
常
な
け
れ
ば
安
心
と
い
う
わ
け
に
は

い
き
ま
せ
ん
。
日
本
で
は
、
乳
が
ん
が
発
見
さ
れ

や
す
い
年
代
の
乳
房
は
、
Ｍ
Ｍ
Ｇ
で
は
判
断
が
困

難
な
こ
と
が
多
く
見
落
と
し
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ

は
、
Ｍ
Ｍ
Ｇ
は
乳
房
の
中
の
構
造
を
全
て
影
と
し

て
映
し
出
し
、
そ
の
重
な
り
を
見
て
い
る
か
ら
で

す
。
Ｕ
Ｓ
で
は
乳
房
の
断
面
を
見
て
い
ま
す
。
し

こ
り
が
は
っ
き
り
わ
か
る
の
は
言
う
ま
で
も
あ
り

ま
せ
ん
。
Ｕ
Ｓ
に
も
弱
点
は
あ
り
ま
す
。
頻
度
は

少
な
い
の
で
す
が
、
し
こ
り
を
つ
く
っ
て
こ
な
い

微
少
な
石
灰
化
像
の
み
で
、
Ｍ
Ｍ
Ｇ
で
発
見
で
き

る
乳
が
ん
も
あ
り
ま
す
。万
全
を
期
す
た
め
に
は
、

Ｍ
Ｍ
Ｇ
・
Ｕ
Ｓ
両
方
の
検
査
を
受
け
る
こ
と
で
す
。

◎
少
し
で
も
異
常
を
感
じ
た
ら
受
診
を

異
常
を
感
じ
て
か
ら
検
診
を
受
け
た
り
、
ク
ー
ポ
ン

券
を
持
っ
て
病
院
を
受
診
さ
れ
る
方
が
お
ら
れ
ま

す
が
、
こ
れ
は
間
違
い
で
す
。
検
診
は
、
乳
房
に
異

常
を
感
じ
な
い
人
が
自
費
で（
ク
ー
ポ
ン
券
を
使
っ
て
）

受
け
る
も
の
で
す
。
検
診
で
は
、
Ｍ
Ｍ
Ｇ
か
Ｕ
Ｓ

の
ど
ち
ら
か
一
方
の
み
の
検
査
と
な
り
ま
す
。
ク
ー

ポ
ン
券
と
医
療
保
険
を
同
時
に
使
う
こ
と
は
、
法
律

で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
少
し
で
も
異
常
を
感
じ
た

ら
、
保
険
証
を
持
っ
て
病
院
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　
下
呂
市
立
金
山
病
院
　
院
長
　
古
田
智
彦

※
金
山
病
院
で
は
、
医
師
・
看
護
師
の
募
集
を
し

て
お
り
ま
す
。
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
金
山
病

院
事
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

４
月
～
５
月
の
エ
イ
ズ
・
ウ
イ
ル
ス
肝
炎
に
関
す
る
相
談
・
検
査

実
施
日
：
４
月
４
日
㈭
、
４
月
18
日
㈭
、
５
月
２
日
㈭
、
５
月
16
日
㈭
　
※
検
査
や
相
談
は
匿
名
・
無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す
。
実
施
日
前
日
の
17
時
ま
で
に
電
話
予
約
が
必
要
で
す
。

場
所
：
飛
騨
総
合
庁
舎
１
階
　
飛
騨
保
健
所
　
受
付
・
待
合
室
　
　
申
込
・
問
合
せ
先
：
飛
騨
保
健
所
　
健
康
増
進
課
☎
０
５
７
７
・
33
・
１
１
１
１
（
内
線
３
０
９
、３
１
０
）
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■鳳凰座歌舞伎定期公演
日時▷５月3・４日(祝）各日１３時～
場所▷鳳凰座（御厩野）入場無料
内容▷江戸時代中期に始まった農
村歌舞伎を今に伝える。演目は「菅
原伝授手習鑑 車曳」や「稚模様曽
我館染 由比ヶ浜」など。
問合先▷☎ 090-7863-3326（曽我）

■食品表示１１０番
食品表示の仕組みをよく理解しても
らうため、東海農政局では「食品表
示110番」を設置しています。
問合先▷東海農政局高山地域センター
　         　　　☎ 0577-32-1155

■日本一周ダムファン写真展
  ダム愛好家の皆さんが全国各地で
撮影したダムの写真を紹介します。
日時▷４月６日(土)～２１日（日）
　　　８時３０分から１７時まで
場所▷岩屋ダム管理所展示館（金山
　　町卯野原９－１３３）【入場無料】
問合先▷岩屋ダム管理所☎35-2339

■東日本震災復興ボランティアバス
　バスの運行は、基本的に出発日の
夜に出発し、翌々日の早朝に帰って
くる日程です。往復とも車中泊にな
ります。事前申し込みと参加費が必
要です。
出発日▷4月19日（金）・5月17日
（金）・6月7日（金）・7月5日（金）
申込・問合先▷NPO法人KIプロジェクト    
　　　☎050-3536-5866（鎌倉）

■県重文「延命地蔵願王菩薩」ご開帳
日時▷4月7日（日）9時30分～15時
場所▷金錫山 地蔵寺（宮地）
胎内にもう一体の菩薩像が収めら
れており、年に一度地蔵まつりにあ
わせて胎内仏を拝観できます。
問合先▷地蔵寺　☎ 26-2611

■金山巨石群 夏至約60日前の太陽観測会
日付▷4月23日（火）～24日（水）
時間▷7時15分ころ　参加無料
場所▷金山町岩瀬　金山巨石群
問合先▷金山巨石群調査資料室☎ 34-0073

■洗濯機をご愛用の皆さんへ
　指を大けがする事故に気を付けてくだ
さい。洗濯・脱水槽が確実に停止してから
洗濯物を取り出してください。
問合先▷日本電機工業会ホームページに
ある参画会社へお問合せ下さい。

◆賢人の手帳術    　　　 糸井重里
◆山本美香という生き方  山本美香
◆一途一心、命をつなぐ� 天野篤
◆卑弥呼は何を食べていたか  廣野卓
◆田んぼは野鳥の楽園だ  大田眞也
◆腸はぜったい冷やすな！ 松生恒夫
◆ふみこよみ 山本ふみこ
◆ずさんな家計を整えました。上大岡トメ
◆若干ちょっと、気になるニホン語　山口文憲
◆シルバー川柳 みやぎシルバーネット
◆かわいい自分には旅をさせよ�浅田次郎
◆みずいろメガネ　　　　 中野　翠

◆悪口のすゝめ　　　　���村松友視
◆生と死についてわたしが思うこと �� 姜尚中
◆神様からの宿題　　 　山本育海
◆生きる力� なかにし礼
◆等伯　上・下�      　 安部龍太郎
◆幸� 香納諒一
◆女の庭　　　　　 　　花房観音
◆笑うハーレキン� 道尾秀介
◆ブラックボックス　　　篠田節子
◆孤独な放火魔� 夏樹静子
◆家族往来�����������　　　　森　浩美
◆私と踊って　     　　　         恩田陸

新●着●図●書

　問合先）　はぎわら図書館 ☎52-2901　下呂図書館 ☎25-2489　金山図書館 ☎32-2449　小坂図書室 ☎62-3111　馬瀬図書室 ☎47-2111

4

下呂市図書館ホームページ　http://lib.city-gero.jp　

　

はぎわら   緑のある生活を
　下呂　   気分一新
　　　　わくわくドキドキする本
   金山　　   春を楽しむ

4

※下呂市図書館ホームページでは、貸出状況・予約状況のほか、新着情報等も検索できます

金山図書館の休館日変更
平成 25 年 4 月から、毎月第 3 日
曜日は市内の他の図書館と同様に
休館となります。ご不便をお掛け
しますが、ご理解とご協力をお願
いします。

http://lib.city-gero.jp/ＵＲＬ

13日 (土) 10:30～ 金 山 図 書 館

　　　　 10：30～下 呂 図 書 館

 　　　　14：30～はぎわら図書館

27日（土）14：00～下呂中央児童館

19 GERO 2013. 4

ご結婚

ご誕生

人 動の き 男性：17,274 人　女性：18,788 人
合計：36,062 人（－ 48 人）
世帯：12,547 世帯

人口（平成25年3月1日現在）

3月10日戸籍受付分までを掲載

桂川　正弘（萩原町羽根）
都竹　結美（萩原町羽根）

小池　信吾（萩原町上村）
住　　沙織 （小坂町小坂町）

人の動きは届出時点で市内に住民票がある方を掲載しています。

中島　汐花（乗政）
　　　　康二　亜美

　　しおか

坂口　好子（萩原町萩原上） 88
奥田　龍生（萩原町萩原上）60
田中　きく（萩原町西上田） 96
野村　明三（萩原町萩原下）82
千田ミドリ（萩原町中呂）　 72
小牧澄美子（萩原町大ヶ洞）71
大森　ヱン（小坂町門坂） 　95
福田　律子（小坂町赤沼田） 87
佐藤　香澄（小坂町大垣内） 76
荒井　貞子（小坂町小坂町） 85
倉田　卓枝（小坂町無数原） 93
直井修一郎（小坂町湯屋）　 97
長谷川德一（小坂町大島） 92
佐藤　文子（小坂町大垣内） 78
小澤美喜枝（宮地） 80
熊倉すゞの（乗政）　　　　 94
齋藤　松幸（森） 　　　　　92
細江　富美（和佐）　　　　　91
湊川　真規（乗政）  　  　　35
土屋富美代（焼石）　　       55
�井　　仁（火打） 　　　　78
今井貫一郎（少ケ野）      　 85
時和　儀之（三原）　　　　 86
山内　榮子（森）        　　  80
遠藤　　栄（東上田）  　　  90
大谷須美夫（森）　　　　    70
今井すゞゑ（門和佐）          98
清原　とよ（森）　　 　　  96
田上　忠雄（乗政）　　　    91
野村　つね（小川）　  　  　94
河村　　勝（乗政）　 　　　82
田口　源二（門和佐）          94
中川　重志（森） 　　　　　81
山口　久枝（金山町中宮２） 88
野村くにゑ（金山町中原）　101
河尻加　ゑ（金山町乙原） 　 82
金森　好男（金山町西沓部）74
後藤　順子（金山町中宮３） 77
川㞍　定男（金山町諏訪町）81
金森　高男（金山町西沓部）68 
川尻　恒子（金山町長月町） 88
河尻さずゑ（金山町戸川）   101
西田　佳祐（金山町西沓部） 22
藤森　裁子（馬瀬数河）　　 87
細江　三和（馬瀬井谷）　　 85
二村伍三郎（馬瀬名丸）　    82
大村　秀子（馬瀬堀之内）    88

本川　隆一（飛騨市）
細江　法子（萩原町萩原中）

松井　宏嘉（萩原町尾﨑１）
井戸亜利沙（美濃加茂市西町）

長尾　門汰（宮地）
　　　　飛鳥　沙絵子

　 もんた

松田　悠生（湯之島）
　　　　真治　由里絵

　　ゆうせい

二村　一颯（湯之島）
　　　　則之　愛

　　いっさ

荒井　翔也（馬瀬中切）
　　　　大智　彩

　 しょうや

渡邉　陽菜（金山町中宮１）
　　　　敦洋　ちえ

      　ひなた

牛丸　元希（金山町白山町）
　　　　大喜　有香

　　げんき

中島　美胡（萩原町宮田）
　　　　宏弥　友紀

     み　こ

田中　里以子（萩原町野上）
　　　　孝典　久美子

　　り  い  こ

二村　樹（少ケ野）
　　　　勇人　笑理子

      いつき

池田　紗英（馬瀬西村）
　　　　英新　純子

　　  さ　え

青木　暁路（萩原町尾﨑２）
　　　　純　由美子

    あきみち

水谷　莉緒（萩原町宮田）
　　　　貴士　絵梨子

　　り　お

菅野　碧惟（小坂町大島）
　　　　暢晃　紀子

　　あおい

市川　七菜（小坂町大島）
　　　　伸也　京子

　　な　な　

吉村　蒼唯（小川）
　　　　慶次　真木

　　あおい

泉保　咲綺（萩原町萩原上）
　　　　宏道　友紀子

　　 さ　き

お悔やみ

東
日
本
大
震
災
義
援
金

受
付
期
間
延
長
の
お
知
ら
せ

西永　章彦（東京都武蔵野市）
岡﨑　鮎乃（萩原町上村）

高橋　直之（萩原町尾﨑３）
西村　彩乃（高山市）

岡田　　将（高山市）
市原麻理亜（萩原町上上呂）

曽我　啓志（野尻）
安藤　栄梨（愛知県一宮市）

安本　陽平（東京都大田区）
藤原　庸子（金山町岩瀬）

細江　清文（焼石）
今井　誠子（小川）

茂木　幸雄（森）
竹本美香子（飛騨市）

曽我　洸陽（野尻）
西村　弥菜（高知県高知市）

岩野　真也（金山町諏訪町）
田島　志保（名古屋市東区）

松下八千代（萩原町尾﨑２）   66
今井　　茂（萩原町跡津）　 65
田中　悦郎（萩原町上村） 92
今井い志ゑ（萩原町萩原中） 91
下畑とみ子（萩原町古関） 92
二村　富子（萩原町羽根） 　78

　義
援
金
受
付
期
間
が
平
成
26
年

３
月
31
日
（
月
）
ま
で
延
長
と
な
り

ま
し
た
。
今
後
も
義
援
金
受
付
を
継

続
し
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

《
募
金
箱
設
置
場
所
》

下
呂
庁
舎
・
萩
原
庁
舎
・
小
坂
振

興
事
務
所
・
馬
瀬
振
興
事
務
所
・

星
雲
会
館

　

　多
く
の
皆
さ
ま
か
ら
温
か
い
ご

支
援
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

○
義
援
金
総
額

　
　
　
　

２
２
６
４
万
４
５
４
８
円

【
下
呂
市
（
日
本
赤
十
字
社
）
受
付

　

　
　
　平
成
25
年
２
月
28
日
現
在
】

《
編
集
後
記
》 

先
日
参
加
し
た
あ
る
研
修
会
で
「
週
末
に
ま
と

め
て
ス
ト
レ
ス
解
消
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の

日
の
ス
ト
レ
ス
は
そ
の
日
の
う
ち
に
解
消
し

ま
し
ょ
う
」
と
い
う
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
身
近
な
方
々

10
名
に
ス
ト
レ
ス
解
消
法
を
伺
っ
た
と
こ
ろ
、

飲
酒
５
名
、
趣
味
３
名
、
睡
眠
２
名
と
い
う
こ

と
で
、
半
数
が
飲
酒
で
ス
ト
レ
ス
解
消
を
し
て

い
る
と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。
ほ
ど
ほ
ど

の
飲
酒
や
睡
眠
な
ど
独
自
で
手
軽
に
毎
日
で

き
る
ス
ト
レ
ス
解
消
法
を
見
つ
け
実
践
す
る

こ
と
は
健
康
へ
と
つ
な
が
り
ま
す
。
４
月
を
迎

え
、
新
し
い
環
境
の
中
で
活
躍
さ
れ
る
皆
さ
ん

も
、
独
自
の
ス
ト
レ
ス
解
消
法
を
見
つ
け
て
実

践
さ
れ
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
ち
な
み

に
、
私
の
ス
ト
レ
ス
解
消
法
は
「
よ
く
笑
い
、

よ
く
食
べ
、
よ
く
寝
る
」
で
す
。（
Ｒ
・
Ａ
）



　昭和 43 年に下呂町無形民俗文化財に指定された
乗政八幡神社の獅子舞。乗政区の子ども達は、14
年前よりその文化を守るために、毎年４月に行わ
れる例祭に子ども獅子を披露しています。
　小学校３～６年生の 35 名が、笛・太鼓・獅子に
分かれて、子ども達だけで獅子舞を完成させます。
毎週月曜日の夜には「お願いします」「ありがとう
ございました」と大きな声であいさつし、礼儀正

しい練習が行われています。子ども用とは言っても重さ３㎏もある獅子頭で迫
力のある笛や太鼓に合わせて舞う獅子は、力強くエネルギーに満ちあふれてい
ます。さらに、子ども達みんながこの獅子舞を誇りに思い、本番を待ち遠しく
思っています。
　地域の伝統文化を愛し、誇りを持って夢中になる乗政区の子ども獅子。今年
は、４月 14 日に本番を迎え、元気な笛や太鼓の音色が乗政区に響きわたります。
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HP

市内のスポーツ愛好団体を
紹介します。

　毎週木曜日 19時 30分から 21時 30分まで、金
山町リバーサイドスポーツセンターで練習していま
す。金山町在住の元気なママさんの集まりで、経験
者・未経験者関係なく楽しく練習しています。
　ただ今、20名ほどのメンバーと、監督 1名、コー
チ 3名の方達に指導していただきながら、日々成
長を目指しています。興味のある方、一度遊びに来
ませんか？みんなで楽しくバレーをしましょう。
問合先　　金森茂樹　☎ 090-2265-2030

このコーナーで紹介する、市内で活躍するスポーツ愛好団体を募集しています。掲載を希望される団体は、
経営管理部秘書広報課までご連絡ください。　☎24-2222（内線261）　　　kouhou@city.gero.lg.jp
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キラリ☆キラリ☆

地域・やる
気・元気　

地域・やる
気・元気　

地域・やる
気・元気　  地域の伝統を守る

　　　　　　～乗政区の子ども獅子～

練習の様子




